職場のサイバー・サーベイランスと労働者のプライバシー保護 : フランスの法と現状を中心に by 砂押 以久子 et al.
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
フ
ラ
ン
ス
の
法
と
現
状
を
中
心
に
砂
押
以
久
子
は
じ
め
に
一
問
題
の
所
在
二
Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
三
使
用
者
の
監
視
権
限
に
対
す
る
制
約
四
職
場
に
お
け
る
従
来
の
通
信
手
段
と
「
通
信
の
秘
密
」
五
職
場
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と
「
通
信
の
秘
密
」
六
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
と
破
毀
院
ニ
コ
ン
判
決
七
情
報
機
器
の
利
用
に
関
す
る
企
業
内
ル
ー
ル
の
確
立
お
わ
り
に
日
本
法
へ
の
示
唆
は
じ
め
に
Ｉ
Ｔ
革
命
と
い
わ
れ
る
情
報
化
の
急
速
な
進
展
は
、
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
な
か
で
も
深
刻
な
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
で
あ
る
。
情
報
機
器
の
発
達
に
伴
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
に
関
317
し
て
、
欧
米
と
く
に
欧
州
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
国
際
文
書
が
作
成
さ
１
れ
た
。
ま
ず
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
一
九
八
〇
年
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
勧
告
を
出
し
、
ま
た
、
人
権
保
護
を
目
的
に
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
欧
州
評
議
会
が
、
一
九
八
一
年
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
条
約
を
、
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
に
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
は
じ
め
て
の
勧
告
を
採
択
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
一
九
九
五
年
に
は
、
Ｅ
Ｕ
が
「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
九
五
／
四
六
／
Ｅ
Ｃ
指
令
」
を
採
択
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
指
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
専
門
委
員
会
は
、
雇
用
分
野
に
特
化
し
た
い
く
つ
か
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
研
究
を
行
い
、
最
初
の
研
究
成
果
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
九
日
、『
職
場
に
お
け
る
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
監
視
に
関
す
る
研
究
報
告
書
』
を
公
表
し
て
２
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
職
場
に
あ
っ
て
も
労
働
者
に
は
一
定
程
度
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
が
存
在
す
る
こ
と
を
肯
定
し
、
自
己
の
正
当
な
利
益
を
守
る
使
用
者
の
権
利
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
が
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
報
告
書
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
も
伝
統
的
な
手
紙
と
同
様
の
基
本
的
権
利
の
保
護
が
及
び
、
職
場
か
ら
な
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
私
生
活
」
お
よ
び
「
通
信
」
を
保
護
す
る
欧
州
人
権
条
約
八
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
一
九
九
六
年
に
「
労
働
者
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
行
動
準
則
」
を
作
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
州
評
議
会
の
一
九
九
八
年
勧
告
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
行
動
準
則
、
そ
し
て
、
九
五
／
四
六
／
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
る
専
門
委
員
会
の
報
告
書
な
ど
労
働
分
野
に
お
い
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
情
報
機
器
の
進
展
に
よ
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
深
刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
職
場
環
境
を
変
化
さ
せ
る
な
ど
、
労
働
者
の
雇
用
問
題
や
働
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
一
方
で
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
３
あ
る
。
近
時
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
４
あ
る
。
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た
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
旧
労
働
省
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
〇
日
に
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
行
動
指
針
（
以
下
、
行
動
指
針
」
を
公
表
し
て
い
る
。
行
動
指
針
」
は
、
国
際
的
動
向
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
内
容
を
有
５
す
る
。
行
動
指
針
」
は
、
そ
の
中
で
、
電
子
メ
ー
ル
調
査
に
も
触
れ
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
一
般
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
二
三
日
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
情
報
機
器
の
進
展
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
、
お
も
に
二
つ
の
側
面
か
ら
察
で
き
る
。
第
一
の
側
面
は
、
労
働
者
の
個
人
情
報
収
集
・
管
理
・
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
側
面
で
は
、
情
報
機
器
の
発
達
に
よ
り
、
情
報
を
い
つ
で
も
引
き
出
せ
る
形
で
長
期
に
わ
た
り
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
個
々
の
情
報
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
観
点
か
ら
些
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
他
の
情
報
と
結
合
す
る
こ
と
で
、
深
刻
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
な
る
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
側
面
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｐ
Ｃ
）
の
職
場
へ
の
導
入
そ
の
も
の
が
、
か
つ
て
は
生
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
た
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
職
場
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
労
働
者
が
利
用
す
る
情
報
機
器
の
使
用
者
に
よ
る
監
視
（
以
下
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
）
」
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
比
較
的
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
第
二
の
側
面
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
近
年
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
破
毀
院
（C
o
u
r
d
e
C
a
ssa
tio
n
）
が
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日
、
ニ
コ
ン
判
決
に
お
い
て
、
労
働
者
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
６
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
は
、
最
も
審
級
の
高
い
裁
判
所
が
こ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
つ
い
て
立
場
を
明
確
に
し
た
は
じ
め
て
の
国
と
い
わ
れ
て
７
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
、
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
状
況
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
を
取
り
上
げ
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
間
で
衡
が
い
か
に
図
ら
れ
て
職場のサイバー・サーベイランスと労働者のプライバシー保護（砂押以久子)
319
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
わ
が
国
へ
の
示
唆
を
検
討
し
た
い
と
え
る
。
具
体
的
に
は
、
問
題
の
所
在
（
一
、
Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
二
、
使
用
者
の
監
視
権
限
に
対
す
る
制
約
（
三
、
職
場
に
お
け
る
従
来
の
通
信
手
段
と
「
通
信
の
秘
密
」
四
、
職
場
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と
「
通
信
の
秘
密
」
五
、
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
と
破
毀
院
ニ
コ
ン
判
決
（
六
、
情
報
機
器
の
利
用
に
関
す
る
企
業
内
ル
ー
ル
の
確
立
（
七
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
要
約
と
日
本
法
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
問
題
の
所
在
わ
が
国
に
お
け
る
状
況
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
た
い
と
え
る
。
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
に
関
す
る
わ
が
国
に
お
け
る
関
心
は
、
次
第
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
く
に
裁
判
所
は
、
差
別
に
結
び
つ
く
よ
う
な
個
人
情
報
収
集
の
側
面
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
比
較
的
容
易
に
認
め
る
傾
向
に
８
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者
の
監
視
に
よ
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、
関
西
電
力
事
件
最
高
裁
判
決
が
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
職
場
内
外
で
の
監
視
や
尾
行
、
私
物
の
撮
影
な
ど
が
、
労
働
者
の
職
場
に
お
け
る
人
間
関
係
形
成
の
自
由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
と
判
示
し
て
お
り
、
職
場
に
お
い
て
も
労
働
者
の
一
定
の
自
由
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
９
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
自
由
と
は
、
労
働
者
の
思
想
信
条
に
か
か
わ
る
内
心
の
自
由
で
あ
り
、
ま
た
、
就
業
時
間
中
の
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
問
題
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
の
行
動
の
自
由
、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
に
は
職
場
に
あ
っ
て
も
人
間
と
し
て
の
私
的
領
域
が
一
定
の
範
囲
で
存
在
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
職
場
で
の
就
業
時
間
中
の
労
働
者
の
行
動
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
「
行
動
指
針
」
が
、
電
子
メ
ー
ル
調
査
に
つ
い
て
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
近
時
、
職
場
に
お
い
て
労
働
者
が
私
的
に
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
紛
争
が
裁
判
例
に
登
場
す
る
な
ど
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
議
論
が
な
さ
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
就
業
時
間
中
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
が
問
題
と
さ
れ
た
平
成
一
四
年
二
月
二
六
日
の
日
経
ク
イ
ッ
ク
情
報
事
件
東
京
地
裁
判
決
が
あ
げ
ら
10
れ
る
。
こ
の
判
決
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
は
一
切
触
れ
ず
、
労
働
者
の
負
う
職
務
専
念
義
務
お
よ
び
企
業
秩
序
遵
守
義
務
か
ら
一
方
的
に
会
社
に
よ
る
調
査
の
妥
当
性
を
肯
定
し
た
。
就
業
時
間
中
に
会
社
の
業
務
用
の
電
子
メ
ー
ル
を
私
的
に
利
用
に
す
る
こ
と
つ
い
て
は
、
職
務
専
念
義
務
を
最
高
裁
の
よ
う
に
職
務
上
の
注
意
力
の
す
べ
て
を
職
務
遂
行
の
た
め
に
用
い
職
務
に
の
み
従
事
す
べ
き
義
務
と
解
す
る
な
11
ら
ば
、
た
し
か
に
そ
れ
自
体
が
労
働
契
約
上
の
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
な
ど
生
じ
る
余
地
が
存
在
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
監
視
の
必
要
性
と
監
視
の
技
術
的
可
能
性
に
お
い
て
、
従
来
の
監
視
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
、
企
業
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
確
保
の
要
請
か
ら
監
視
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
情
報
機
器
が
高
度
に
発
達
し
て
い
る
た
め
、
本
来
の
正
当
な
監
視
目
的
を
超
え
て
、
労
働
者
の
情
報
を
不
必
要
に
明
ら
か
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
慮
す
る
と
、
最
高
裁
の
と
る
厳
格
な
職
務
専
念
義
務
論
を
前
提
と
す
る
問
題
処
理
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
平
成
一
三
年
一
二
月
三
日
の
Ｆ
社
Ｚ
事
業
部
事
件
東
京
地
裁
判
決
が
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
監
視
の
手
段
・
目
的
等
と
監
視
さ
れ
た
労
働
者
側
の
不
利
益
を
比
較
衡
量
し
、
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
監
視
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
と
な
る
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
提
示
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
電
子
メ
ー
ル
の
私
的
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
労
働
者
の
職
場
に
お
け
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る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
き
わ
め
て
重
要
な
判
断
で
あ
っ
た
と
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
に
つ
い
て
、
監
視
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
電
子
メ
ー
ル
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
範
囲
が
通
常
の
電
話
装
置
に
よ
る
場
合
よ
り
も
狭
い
と
す
る
、
機
能
に
着
目
す
る
技
術
論
に
偏
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
論
を
展
開
す
る
の
み
で
、
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
検
討
す
る
姿
勢
に
乏
12
し
い
。
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
の
特
質
を
踏
ま
え
た
衡
の
取
れ
た
判
断
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
形
成
は
重
要
な
課
題
と
え
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
以
上
の
よ
う
な
わ
が
国
の
状
況
に
比
較
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
法
的
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
て
き
て
13
い
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
が
、
情
報
処
理
、
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び
個
人
の
諸
自
由
に
関
す
る
一
九
七
八
年
一
月
六
日
の
法
律
以
下
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
と
呼
ば
れ
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
が
一
九
七
八
年
に
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
14
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
法
の
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
一
般
法
的
性
格
の
立
法
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
六
条
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
を
監
督
す
る
独
立
行
政
機
関
と
し
て
「
情
報
処
理
及
び
諸
自
由
に
関
す
る
国
家
委
員
会
C
o
m
m
issio
n
N
a
tio
n
a
le
d
e
l’In
fo
rm
a
tiq
u
e
et
d
es
L
ib
ertes
、
以
下
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
疑
い
の
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
立
ち
入
り
検
査
等
を
行
い
、
違
反
を
確
認
し
た
場
合
に
は
検
事
局
（p
a
rq
u
et
）
に
告
発
す
る
な
ど
強
力
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
問
題
を
重
大
な
問
題
と
認
識
し
こ
の
問
題
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
暫
時
、
報
告
書
を
公
表
し
て
15
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
破
毀
院
が
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日
、
ニ
コ
ン
判
決
に
お
い
て
、
私
的
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
労
働
者
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の
「
通
信
の
秘
密
」
と
い
う
観
点
か
ら
使
用
者
の
無
断
開
封
を
違
法
と
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
は
、
今
後
、
わ
が
国
に
お
い
て
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
有
益
な
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
に
対
す
る
監
視
の
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
労
働
者
の
自
由
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
衡
を
図
ろ
う
と
す
る
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
二
Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
Ｐ
Ｃ
利
用
状
況
の
監
視
の
必
要
性
職
場
へ
の
情
報
機
器
の
導
入
は
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
企
業
実
務
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
便
性
の
反
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
労
働
者
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
の
濫
用
的
利
用
の
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
販
売
業
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
私
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
〇
％
か
ら
六
〇
％
の
生
産
性
の
損
失
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
16
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
週
労
働
時
間
三
五
時
間
制
が
採
用
さ
れ
、
就
業
時
間
の
業
務
外
行
為
の
削
減
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
17
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
私
的
利
用
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
よ
り
も
労
働
者
の
業
務
外
行
為
に
よ
る
生
産
性
低
下
の
損
失
の
方
が
大
き
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
の
濫
用
的
利
用
は
、
職
務
懈
怠
に
よ
る
損
失
を
生
む
ば
か
り
で
は
な
い
。
過
度
な
私
的
電
子
メ
ー
ル
が
受
信
メ
ー
ル
の
飽
和
状
態
を
も
た
ら
し
、
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
要
す
る
結
果
に
も
な
り
、
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
落
と
す
事
態
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
が
受
信
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
と
整
理
に
一
日
あ
た
り
一
五
分
か
ら
二
〇
分
の
時
間
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
18
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
使
用
者
責
任
を
問
わ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
以
上
に
企
業
に
と
っ
て
深
刻
な
の
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
で
あ
る
。
無
用
な
電
子
メ
ー
ル
・
無
用
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
は
、
そ
れ
だ
け
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
。
企
業
の
秘
密
の
漏
洩
に
関
し
て
も
、
デ
ー
タ
の
送
受
信
を
企
業
が
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー
を
経
由
す
る
も
の
に
限
り
、
デ
ー
タ
を
持
ち
帰
る
こ
と
、
自
己
の
Ｐ
Ｃ
を
職
場
に
持
ち
込
む
こ
と
、
ま
た
、
ウ
エ
ッ
ブ
上
に
自
己
の
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
創
設
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
し
て
い
る
企
業
も
多
い
が
、
秘
密
情
報
が
企
業
外
に
漏
洩
す
る
危
険
性
が
つ
ね
に
企
業
に
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
し
き
れ
な
い
。
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
こ
の
よ
う
な
損
失
お
よ
び
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
と
な
れ
ば
、
使
用
者
が
防
衛
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
よ
う
と
え
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
反
面
で
、
情
報
機
器
の
発
展
は
、
労
働
者
に
対
し
、
徹
底
し
た
監
視
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
情
報
機
器
に
よ
る
監
視
は
、
人
間
に
よ
る
監
視
と
異
な
り
、
ま
っ
た
く
容
赦
な
く
疲
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
労
働
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
遠
方
よ
り
労
働
過
程
を
逐
一
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ね
に
監
視
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
に
よ
っ
て
、
労
働
者
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
労
働
者
が
今
ま
で
職
場
に
お
い
て
普
通
に
享
受
し
て
い
た
「
人
と
し
て
の
自
由
」
も
、
使
用
者
の
強
大
な
監
視
の
力
に
よ
っ
て
大
き
く
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
企
業
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
労
働
者
に
関
す
る
記
録
を
保
存
す
る
能
力
が
著
し
く
発
達
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
労
働
者
が
削
除
し
た
つ
も
り
の
電
子
メ
ー
ル
も
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
等
に
労
働
者
の
知
ら
な
い
間
に
保
存
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
労
働
者
の
交
信
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
労
働
者
の
落
度
を
探
し
出
し
、
退
職
に
追
い
込
む
た
め
の
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
機
器
の
発
達
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
監
視
装
置
と
は
質
的
に
大
き
く
異
な
る
監
視
が
技
術
的
に
可
能
に
な
り
、
労
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働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
労
働
者
が
監
視
者
の
存
在
を
完
全
に
は
認
識
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
空
間
で
の
監
視
社
会
を
生
み
出
し
て
い
る
。
従
来
の
監
視
は
、
労
働
者
の
外
面
上
の
監
視
に
終
始
し
て
い
た
が
、
今
日
の
技
術
は
、
外
面
上
の
監
視
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
面
ま
で
の
監
視
を
可
能
と
す
る
。
労
働
者
が
就
業
時
間
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
行
っ
た
あ
ら
ゆ
る
交
信
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
職
業
の
適
性
の
有
無
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
性
・
心
理
状
態
の
詳
細
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
情
報
技
術
の
日
々
の
発
達
は
、
こ
れ
ま
で
は
不
可
能
だ
っ
た
監
視
を
可
能
に
し
、
ま
た
、
本
来
の
監
視
目
的
以
上
の
監
視
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
機
器
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
し
、
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
情
報
機
器
の
利
用
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
情
報
機
器
に
よ
る
具
体
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
企
業
が
情
報
機
器
の
記
録
機
能
を
利
用
す
る
の
は
、
お
も
に
以
下
の
三
つ
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
故
障
を
発
見
し
機
能
を
修
復
さ
せ
る
等
、
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
の
要
請
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
者
を
資
格
の
あ
る
者
に
限
定
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
利
用
を
し
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
労
働
者
の
業
務
外
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
が
正
当
に
利
用
さ
れ
れ
ば
何
ら
問
題
は
生
じ
な
い
が
、
利
用
の
仕
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
即
し
て
具
体
的
検
討
を
加
え
て
19
い
る
。
例
え
ば
、
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
攻
撃
を
受
け
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
の
安
全
を
確
保
し
、
ポ
ル
ノ
サ
イ
ト
等
の
一
定
の
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
に
も
、
監
視
機
能
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
詳
細
（
訪
れ
た
サ
イ
ト
・
訪
れ
た
時
間
等
、
や
り
取
り
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
詳
細
（
差
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出
人
・
宛
先
・
件
名
・
添
付
フ
ァ
イ
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
）
あ
ら
ゆ
る
記
録
（tra
ça
g
e
）
を
保
存
す
る
機
能
が
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
も
、
利
用
者
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
等
の
機
能
に
お
い
て
も
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
企
業
は
、
名
宛
人
・
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
存
在
ま
た
は
全
体
量
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
テ
キ
ス
ト
・
画
像
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
、
監
視
目
的
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
簡
単
に
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
利
用
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
の
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
度
訪
れ
た
サ
イ
ト
を
記
憶
す
る
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
は
、
利
用
者
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
記
憶
す
る
た
め
、
こ
の
機
能
が
企
業
内
に
あ
れ
ば
、
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
機
器
の
特
質
は
、
前
述
の
よ
う
に
労
働
者
が
Ｐ
Ｃ
上
で
行
っ
た
削
除
の
操
作
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
が
完
全
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
点
に
と
り
わ
け
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
す
で
に
削
除
し
た
つ
も
り
の
デ
ー
タ
が
企
業
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
に
保
存
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
機
能
の
存
在
、
機
能
の
性
能
の
詳
細
お
よ
び
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
保
存
期
間
な
ど
が
労
働
者
に
事
前
に
通
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
見
解
で
あ
る
。
三
使
用
者
の
監
視
権
限
に
対
す
る
制
約
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
き
、
労
働
者
か
ら
誠
実
な
労
務
を
受
領
す
る
権
利
を
有
す
る
と
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
労
務
の
提
供
が
誠
実
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
職
場
に
お
け
る
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
チ
ェ
ッ
ク
す
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一
般
理
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
者
が
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
、
手
続
的
に
、
労
働
者
へ
の
情
報
提
供
、
法
定
従
業
員
代
表
組
織
で
あ
る
企
業
委
員
会
（co
m
ite
d
’en
trep
rise
）
に
対
す
る
諮
問
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
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Ｌ
へ
の
届
出
等
が
必
要
と
な
る
。
使
用
者
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
、
使
用
者
は
、
刑
事
的
・
民
事
的
に
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
使
用
者
の
監
視
権
限
の
制
約
に
つ
い
て
順
次
検
討
し
た
い
と
え
る
。
使
用
者
に
よ
る
監
視
に
対
す
る
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
尊
重
⑴
労
働
者
の
基
本
的
自
由
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
使
用
者
に
よ
る
監
視
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
基
本
的
視
点
は
、
使
用
者
が
、
労
働
者
を
監
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
反
面
で
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
む
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
前
提
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
保
護
法
制
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
欧
州
人
権
条
約
八
条
一
項
は
、
私
生
活
・
家
族
生
活
・
住
居
・
通
信
の
尊
重
を
受
け
る
権
利
を
す
べ
て
の
者
が
有
す
る
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
破
毀
院
は
、
欧
州
人
権
条
約
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
基
本
的
人
権
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
直
接
適
用
可
能
で
あ
る
と
し
て
20
い
る
。
欧
州
人
権
条
約
八
条
二
項
は
、
同
条
一
項
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
制
約
を
定
め
て
い
る
。
同
条
二
項
は
、
こ
の
権
利
の
行
使
に
公
的
当
局
の
干
渉
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
か
か
る
干
渉
が
法
律
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
、
国
家
の
安
全
・
公
共
の
安
全
・
国
家
の
経
済
的
安
定
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
干
渉
が
立
法
者
ま
た
は
裁
判
官
に
承
認
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
か
か
る
干
渉
は
違
法
な
も
の
と
さ
21
れ
る
。
次
に
、
民
法
典
九
条
一
項
は
、
各
人
は
、
そ
の
私
生
活
を
尊
重
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
（ch
a
cu
n
a
d
ro
it
a
u
resp
ect
d
e
sa
v
ie
p
riv
ee
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
相
当
す
る
「
私
生
活
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
（d
ro
it
a
u
resp
ect
d
e
la
v
ie
p
riv
ee
」
を
「
権
利
」
と
し
て
民
法
上
一
般
的
に
確
認
し
、
同
時
に
侵
害
行
為
の
差
止
を
も
承
認
し
た
基
本
的
条
文
で
あ
る
と
い
わ
22
れ
る
。
327
職場のサイバー・サーベイランスと労働者のプライバシー保護（砂押以久子)
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
相
当
す
る
概
念
は
、
私
生
活
の
内
面
（in
tim
ite
d
e
la
v
ie
p
riv
ee
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
23
い
る
。
労
働
関
係
に
お
い
て
、
私
生
活
」
の
概
念
は
、
職
業
外
生
活
」
ま
た
は
「
企
業
外
生
活
」
に
あ
い
対
す
る
概
念
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
私
生
活
」
と
は
、
職
業
生
活
・
職
業
外
生
活
」
双
方
に
存
在
す
る
概
念
と
え
ら
れ
て
い
る
。
職
業
生
活
」
に
あ
っ
て
も
「
職
業
外
生
活
」
に
あ
っ
て
も
「
私
生
活
」
と
「
公
生
活
（v
ie
p
u
b
liq
u
e
」
双
方
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
労
働
分
野
に
お
け
る
「
私
生
活
」
と
は
、
個
人
の
「
私
的
領
域
」
に
近
い
概
念
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
お
い
て
、
私
生
活
の
内
面
」
と
は
、
個
人
が
第
三
者
を
排
除
す
る
権
限
を
有
す
る
生
活
の
秘
密
の
領
域
（sp
h
ere
secrete
d
e
v
ie
」
と
捉
え
る
説
が
有
力
で
24
あ
る
。
裁
判
上
、
民
法
典
九
条
は
、
労
働
者
の
職
業
外
の
行
為
に
よ
る
懲
戒
処
分
の
当
否
が
争
わ
れ
る
事
件
で
援
用
さ
れ
て
25
き
た
。
学
説
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
「
秘
密
の
領
域
」
よ
り
も
拡
大
し
て
捉
え
る
こ
と
に
批
判
的
で
26
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
射
程
範
囲
が
か
な
り
広
く
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
27
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
少
な
く
と
も
労
働
分
野
に
お
い
て
、
秘
密
の
領
域
」
の
周
辺
の
諸
事
項
は
、
私
生
活
の
内
面
」
の
概
念
に
包
摂
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
問
題
と
し
て
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。
⑵
労
働
者
の
基
本
的
自
由
保
護
法
制
の
展
開
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
保
護
法
制
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
二
年
「
都
市
の
市
民
で
あ
る
労
働
者
は
企
業
に
お
い
て
も
市
民
で
あ
る
」
と
の
理
念
の
下
、
オ
ル
ー
法
（L
o
is
A
u
ro
u
x
）
に
よ
る
労
働
法
の
大
改
革
に
よ
り
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
自
由
に
関
す
る
一
九
八
二
年
八
月
四
日
の
法
律
以
下
、
一
九
八
二
年
八
月
四
日
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
28
う
る
。
一
九
八
二
年
八
月
四
日
法
制
定
以
前
に
お
い
て
は
、
職
務
遂
行
中
の
会
話
や
ト
イ
レ
の
禁
止
、
身
体
検
査
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
テ
ス
ト
等
の
労
働
者
の
個
人
の
権
利
・
自
由
の
制
約
を
規
定
す
る
就
業
規
則
（reg
lem
en
t
in
terieu
r
）
の
条
項
を
め
ぐ
り
激
し
い
論
争
が
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な
さ
れ
て
29
い
た
。
こ
の
法
律
は
、
使
用
者
の
就
業
規
則
の
制
定
権
限
を
規
制
す
る
こ
と
で
こ
の
論
争
に
終
止
符
を
打
と
う
と
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
就
業
規
則
に
は
、
お
も
に
衛
生
・
安
全
（h
y
g
ien
e
et
secu
rite
）
に
関
す
る
規
制
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
（
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
四
条
一
項
一
文
、
規
律
、
と
り
わ
け
、
使
用
者
の
行
う
こ
と
の
で
き
る
処
分
の
種
類
お
よ
び
程
度
に
関
す
る
規
則
（
同
項
二
文
）
の
事
項
の
み
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ほ
か
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
は
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
改
革
で
労
働
者
の
基
本
的
自
由
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
点
は
、
使
用
者
に
「
遂
行
す
べ
き
職
務
の
性
質
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
ま
た
は
追
求
さ
れ
る
目
的
に
相
応
し
な
い
制
約
」
を
就
業
規
則
中
に
定
め
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
が
労
働
法
典
に
挿
入
さ
れ
た
点
で
あ
る
（
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
五
条
一
項
。
こ
の
条
文
は
、
企
業
に
お
け
る
基
本
的
自
由
を
最
低
限
度
保
障
す
る
一
種
の
憲
章
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
30
い
る
。
そ
し
て
、
労
働
法
規
の
遵
守
を
監
視
す
る
労
働
監
督
官
（in
sp
ecteu
r
d
u
tra
v
a
il
）
が
こ
れ
ら
の
条
文
に
違
反
す
る
規
定
の
取
消
と
変
更
を
命
令
す
る
権
限
を
有
す
る
（
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
七
条
一
項
。
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
ロ
ッ
カ
ー
の
開
閉
・
所
持
品
検
査
・
ア
ル
コ
ー
ル
テ
ス
ト
を
規
定
す
る
就
業
規
則
の
条
項
の
労
働
監
督
官
に
よ
る
取
消
命
令
の
当
否
を
め
ぐ
る
事
件
を
通
し
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
観
点
か
ら
、
使
用
者
の
干
渉
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
か
の
判
断
枠
組
み
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（C
o
n
seil
d
’
É
ta
t
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
て
31
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
労
働
者
の
自
由
の
憲
章
と
も
い
わ
れ
る
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
五
条
は
、
就
業
規
則
の
規
定
が
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
使
用
者
の
就
業
規
則
制
定
権
限
に
制
約
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
護
の
対
象
は
、
就
業
規
則
上
の
規
定
に
の
み
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
就
業
規
則
に
規
定
さ
れ
な
い
部
分
に
は
労
働
者
の
自
由
の
憲
章
と
し
て
の
効
力
を
も
ち
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
、
就
業
規
則
に
か
か
わ
ら
な
い
領
域
で
、
使
用
者
が
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
侵
害
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
同
条
に
よ
っ
て
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
保
護
の
観
点
か
ら
現
状
に
十
分
対
処
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
に
至
32
っ
た
。
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そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
雇
用
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
発
展
お
よ
び
失
業
保
険
に
関
す
る
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
以
下
、
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
」
が
制
定
さ
33
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
何
人
も
、
個
人
の
権
利
お
よ
び
個
人
的
・
集
団
的
自
由
に
対
し
、
遂
行
す
べ
き
職
務
の
性
質
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
追
求
す
る
目
的
に
相
応
し
な
い
制
限
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
文
言
を
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
に
挿
入
し
た
。
こ
の
条
文
は
、
就
業
規
則
の
規
定
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
の
原
則
を
拡
大
し
、
一
般
的
規
定
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
条
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
侵
害
の
程
度
が
衡
の
取
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
衡
性
の
原
則
（p
rin
cip
e
d
e
p
ro
p
o
tio
n
-
n
a
lite
」
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
は
、
使
用
者
の
権
限
行
使
に
対
し
、
労
働
者
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
自
由
の
憲
章
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
が
適
用
さ
れ
た
例
と
し
て
、
破
毀
院
社
会
部
の
二
〇
〇
一
年
四
月
三
日
の
判
決
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
爆
弾
の
警
告
を
受
け
た
テ
レ
ビ
会
社
従
業
員
の
バ
ッ
グ
の
検
査
に
関
す
る
違
法
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
破
毀
院
は
、
爆
発
物
の
警
告
を
受
け
た
テ
レ
ビ
会
社
が
、
一
九
九
五
年
夏
に
一
連
の
テ
ロ
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
慮
し
、
企
業
委
員
会
と
衛
生
・
安
全
・
労
働
条
件
委
員
会
（co
m
ite
d
’
h
y
g
ien
e,
d
e
secu
rite
et
d
es
co
n
d
itio
n
s
d
e
tra
v
a
il
）
の
諮
問
の
後
、
従
業
員
が
警
備
担
当
職
員
の
前
で
バ
ッ
グ
を
開
け
る
こ
と
を
一
時
的
に
要
求
し
た
こ
と
は
、
か
か
る
措
置
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
安
全
性
の
確
保
の
必
要
か
ら
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
方
法
も
本
人
に
、
バ
ッ
ク
を
開
け
さ
せ
る
の
み
で
そ
の
内
部
ま
で
は
調
査
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
目
的
に
衡
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
当
で
あ
る
」
と
述
べ
、
使
用
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
手
段
が
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
の
「
衡
性
の
原
則
」
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
34
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
結
果
的
に
、
使
用
者
の
調
査
を
正
当
と
判
断
し
て
い
る
が
、
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
措
置
の
必
要
性
の
み
で
、
使
用
者
の
調
査
を
正
当
化
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
調
査
の
必
要
性
と
そ
の
手
段
が
労
働
者
の
基
本
的
自
由
に
対
す
る
侵
害
の
程
度
と
衡
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
、
す
な
わ
ち
、
衡
性
の
原
則
」
の
観
点
か
ら
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
侵
害
を
排
除
す
る
こ
と
に
関
す
る
迅
速
な
手
続
が
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
に
よ
っ
て
労
働
法
典
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と
も
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
的
な
も
の
が
、
従
業
員
代
表
委
員
（d
eleg
u
e
d
u
p
erso
n
n
el
）
に
付
与
さ
れ
た
「
警
告
権
（d
ro
it
d
’a
lerte
」
で
あ
る
（
労
働
法
典
Ｌ
四
二
二
｜
一
｜
一
条
。
こ
の
警
告
権
に
関
す
る
具
体
的
手
続
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
従
業
員
代
表
委
員
が
労
働
者
か
ら
の
申
立
等
に
よ
り
使
用
者
に
よ
る
当
該
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
侵
害
行
為
の
存
在
を
認
め
た
場
合
に
、
従
業
員
代
表
委
員
は
直
ち
に
使
用
者
に
そ
の
旨
の
申
立
を
行
う
。
②
使
用
者
は
、
調
査
の
後
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
使
用
者
が
必
要
な
措
置
を
取
ら
な
い
場
合
、
使
用
者
の
調
査
結
果
に
関
す
る
評
価
が
従
業
員
代
表
委
員
と
相
違
す
る
場
合
、
ま
た
は
使
用
者
と
の
解
決
が
見
い
出
さ
れ
な
い
場
合
に
、
従
業
員
代
表
委
員
は
、
当
該
労
働
者
の
書
面
に
よ
る
異
議
申
立
の
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
労
働
審
判
所
の
判
決
部
（b
u
rea
u
d
e
ju
g
em
en
t
）
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
労
働
者
が
か
か
る
従
業
員
代
表
委
員
の
判
決
部
へ
の
訴
え
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
は
一
般
法
の
手
続
に
従
い
労
働
審
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
の
個
人
情
報
収
集
に
関
す
る
諸
原
則
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
は
、
前
述
の
「
衡
性
の
原
則
」
以
外
に
も
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
諸
原
則
を
労
働
法
典
に
挿
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
使
用
者
が
応
募
者
ま
た
は
労
働
者
に
要
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
「
職
業
的
適
性
の
評
価
に
、
直
接
か
つ
必
要
な
関
連
性
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
則
を
労
働
法
典
Ｌ
一
二
一
｜
六
条
に
挿
入
35
し
た
。
ま
た
、
採
用
に
当
た
っ
て
用
い
る
方
法
・
技
術
に
関
し
、
本
人
に
、
事
前
に
通
知
し
て
い
な
い
方
法
・
技
術
を
用
い
て
情
報
を
収
集
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
透
明
性
の
原
則
（p
rin
cip
e
d
e
tra
n
sp
a
ren
ce
」
労
働
法
典
Ｌ
一
二
一
｜
七
条
一
項
、
こ
の
よ
う
な
方
法
・
技
術
が
目
的
に
照
ら
し
適
切
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
「
適
切
性
の
原
則
（p
rin
cip
e
d
e
p
erti-
n
en
ce
」
労
働
法
典
Ｌ
一
二
一
｜
七
条
二
項
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
収
集
に
関
し
労
働
者
に
事
前
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
誠
実
性
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の
原
則
（p
rin
cip
e
d
e
lo
y
a
u
te
」
労
働
法
典
Ｌ
一
二
一
｜
八
条
）
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
透
明
性
の
原
則
」
に
お
け
る
透
明
性
と
は
、
具
体
的
に
、
収
集
お
よ
び
利
用
方
法
に
関
す
る
情
報
を
詳
細
に
開
示
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
場
合
の
具
体
的
な
開
示
内
容
は
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
二
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
個
人
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
場
合
、
デ
ー
タ
の
提
出
が
義
務
な
の
か
任
意
な
の
か
、
デ
ー
タ
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
の
か
、
デ
ー
タ
受
取
人
に
関
す
る
情
報
、
自
己
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
と
訂
正
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
デ
ー
タ
主
体
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
記
に
列
挙
し
た
諸
原
則
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
破
毀
院
が
重
視
し
て
い
る
の
が
、
労
働
関
係
に
お
け
る
「
誠
実
性
の
原
則
」
に
か
か
る
労
働
者
へ
の
事
前
情
報
提
供
義
務
で
36
あ
る
。
労
働
者
本
人
に
知
ら
せ
ず
に
調
査
を
行
い
獲
得
し
た
記
録
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
の
効
力
に
関
し
、
一
九
九
一
年
一
一
月
二
〇
日
の
破
毀
院
社
会
部
のN
eo
cel
判
決
は
、
労
働
者
の
知
ら
な
い
間
の
肖
像
お
よ
び
会
話
の
あ
ら
ゆ
る
記
録
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
違
法
な
証
拠
方
法
と
な
る
」
と
し
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
無
効
と
し
て
い
る
。
破
毀
院
社
会
部
は
、
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
に
先
立
ち
、
労
働
者
に
知
ら
せ
て
い
な
い
方
法
を
利
用
し
て
労
働
者
個
人
の
音
声
を
記
録
し
た
り
行
動
を
撮
影
す
る
使
用
者
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
37
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
義
務
は
、
労
働
法
典
Ｌ
一
二
一
｜
八
条
制
定
以
前
に
お
い
て
も
、
労
働
契
約
の
履
行
に
お
け
る
使
用
者
の
「
誠
実
性
の
原
則
」
か
ら
導
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
38
あ
る
。
企
業
委
員
会
に
対
す
る
諮
問
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
労
働
法
典
Ｌ
四
三
二
｜
二
｜
一
条
は
、
労
働
者
の
活
動
の
監
視
方
法
に
つ
い
て
は
企
業
委
員
会
に
事
前
に
情
報
を
提
供
し
、
諮
問
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
律
に
関
す
る
労
働
・
雇
用
・
職
業
訓
練
大
臣
の
一
九
九
三
年
三
月
一
五
日
の
指
針
は
、
監
視
に
利
用
さ
れ
る
方
法
と
企
業
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
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と
の
「
適
切
性
の
原
則
」
と
「
衡
性
の
原
則
」
に
つ
い
て
企
業
委
員
会
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
39
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
個
別
的
労
働
関
係
に
位
置
す
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
、
集
団
的
労
働
関
係
の
観
点
か
ら
保
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
こ
の
問
題
を
個
人
の
レ
ベ
ル
に
放
置
し
て
い
た
の
で
は
容
易
に
労
働
者
の
保
護
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
を
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
的
労
働
関
係
の
観
点
か
ら
の
保
護
は
、
前
述
の
欧
州
評
議
会
一
九
八
九
年
勧
告
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
就
業
時
間
中
の
従
業
員
の
活
動
の
監
視
に
つ
い
て
、
企
業
委
員
会
に
諮
問
し
て
い
な
い
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
労
働
者
に
事
前
に
通
知
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
監
督
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
に
当
た
り
、
使
用
者
は
こ
の
よ
う
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
示
し
て
40
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
義
務
企
業
は
、
記
名
情
報
の
自
動
処
理
を
行
う
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
情
報
処
理
と
自
由
法
」
一
六
条
。
し
た
が
っ
て
、
電
話
傍
受
・
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
の
監
視
を
行
う
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
41
な
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
義
務
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
刑
法
典
二
二
六
｜
一
六
条
に
よ
り
三
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
四
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
情
報
処
理
と
自
由
法
」
四
42
一
条
。
裁
判
所
は
、
企
業
の
人
事
情
報
管
理
者
が
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
事
前
の
届
出
を
怠
っ
た
場
合
に
関
し
、
厳
し
い
判
断
を
下
し
て
43
い
る
。
四
職
場
に
お
け
る
従
来
の
通
信
手
段
と
「
通
信
の
秘
密
」
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
の
高
い
電
子
メ
ー
ル
と
類
似
性
を
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有
す
る
、
手
紙
・
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
が
こ
れ
ま
で
職
場
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
職
場
に
届
け
ら
れ
た
労
働
者
の
手
紙
の
開
封
お
よ
び
職
場
で
な
さ
れ
た
労
働
者
の
電
話
の
使
用
者
に
よ
る
傍
受
に
つ
い
て
概
観
す
る
。職
場
に
お
け
る
「
通
信
の
秘
密
」
⑴
職
場
に
届
け
ら
れ
た
労
働
者
宛
て
の
手
紙
の
使
用
者
に
よ
る
開
封
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
手
紙
に
関
す
る
「
通
信
の
秘
密
」
の
違
反
に
対
す
る
刑
事
的
制
裁
が
、
比
較
的
古
く
か
ら
規
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
手
紙
の
隠
滅
（su
p
p
ressio
n
）
ま
た
は
開
封
（o
u
v
ertu
re
）
に
対
す
る
制
裁
が
、
一
八
三
二
年
に
は
公
務
員
の
み
を
対
象
と
し
、
一
九
二
二
年
に
は
私
人
を
も
対
象
に
含
め
る
も
の
と
し
て
、
旧
刑
法
典
一
八
七
条
に
規
定
さ
れ
、
通
信
の
秘
密
」
の
保
護
が
図
ら
れ
て
44
き
た
。
職
場
に
お
け
る
手
紙
に
関
す
る
「
通
信
の
秘
密
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
六
月
一
七
日
、
パ
リ
控
訴
院
が
、
手
紙
の
宛
名
に
新
聞
社
の
住
所
と
記
者
の
名
前
が
書
か
れ
、
封
の
さ
れ
た
手
紙
に
「
通
信
の
秘
密
」
の
不
可
侵
性
を
認
め
、
労
働
者
宛
て
の
郵
便
を
開
封
す
る
使
用
者
の
行
為
を
違
法
で
あ
る
と
し
、
労
働
者
の
精
神
的
損
害
に
対
す
る
使
用
者
の
賠
償
責
任
を
肯
定
45
し
た
。
こ
の
判
決
が
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
手
紙
に
関
す
る
「
通
信
の
秘
密
」
の
先
例
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
旧
刑
法
典
一
八
七
条
の
適
用
に
関
し
て
、
私
人
を
対
象
と
す
る
同
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
犯
意
の
意
図
（in
ten
tio
n
m
a
lv
eilla
n
te
）
で
、
加
害
の
目
的
（b
u
t
d
e
n
u
ire
）
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
当
該
使
用
者
の
行
為
は
こ
れ
に
は
該
当
し
な
い
と
判
示
し
、
同
項
の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
。
刑
法
典
一
八
七
条
二
項
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
先
例
と
し
て
は
、
一
九
七
三
年
七
月
一
八
日
、
破
毀
院
刑
事
部
の
判
決
が
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
使
用
者
が
労
働
者
に
宛
て
ら
れ
た
郵
便
物
を
、
悪
意
（m
a
u
v
a
ise
fo
i
）
を
も
っ
て
開
封
し
た
場
合
に
該
当
す
る
と
し
て
、
刑
事
的
責
任
を
肯
定
し
た
も
の
で
46
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
使
用
者
は
職
場
に
お
け
る
労
働
者
宛
て
の
郵
便
物
を
開
封
で
き
な
い
と
い
う
原
則
が
労
働
法
上
も
確
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
通
信
の
秘
密
」
は
、
労
働
者
に
認
め
ら
れ
た
公
的
自
由
（lib
erte
p
u
b
liq
u
e
）
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
か
る
自
由
は
刑
法
典
に
よ
っ
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
使
用
者
が
労
働
者
の
郵
便
物
を
開
封
で
き
る
と
定
め
る
就
業
規
則
の
規
定
は
、
当
然
に
無
効
で
あ
る
と
え
ら
れ
て
47
き
た
。
労
働
者
の
個
人
的
郵
便
の
取
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
一
九
九
九
年
二
月
八
日
のM
a
rtin
e
A
u
b
ry
雇
用
・
連
帯
大
臣
は
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
48
い
る
。
労
働
法
典
の
い
か
な
る
規
定
も
雇
用
さ
れ
る
企
業
に
お
い
て
労
働
者
が
個
人
的
郵
便
物
を
受
け
取
る
こ
と
を
承
認
も
禁
止
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
企
業
の
就
業
規
則
は
、
労
働
者
が
労
働
場
所
に
お
い
て
個
人
的
な
郵
便
物
を
送
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
場
所
に
お
け
る
個
人
的
郵
便
物
の
受
領
の
可
能
性
が
あ
る
労
働
者
は
、
紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
労
働
者
が
そ
の
郵
便
を
開
封
せ
ず
無
視
す
る
と
し
て
も
、
事
前
に
使
用
者
の
承
諾
を
求
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
郵
便
物
が
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
場
合
に
、
使
用
者
は
、
そ
れ
を
自
ら
開
封
し
た
り
、
労
働
者
に
開
封
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
使
用
者
は
、
就
業
規
則
に
労
働
者
の
個
人
的
郵
便
を
使
用
者
が
開
封
で
き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
就
業
規
則
は
、
つ
ね
に
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
五
条
、
そ
の
他
の
労
働
法
典
の
規
定
、
規
則
等
を
遵
守
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
法
分
野
（
民
法
・
刑
法
・
商
法
等
）
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
労
働
者
に
届
け
ら
れ
た
郵
便
物
の
開
封
を
就
業
規
則
に
定
め
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
は
、
実
際
に
、
刑
法
典
一
八
49
七
条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
通
信
の
秘
密
の
違
反
に
な
る
。
⑵
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
「
通
信
の
秘
密
」
通
信
の
秘
密
」
の
原
則
は
、
も
と
も
と
郵
便
局
に
よ
っ
て
配
達
さ
れ
る
手
紙
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
者
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
を
開
封
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
50
っ
た
。
し
か
し
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
通
信
の
秘
密
に
関
す
る
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
の
法
律
（
以
下
、
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
法
」
に
よ
り
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
保
護
規
定
が
旧
刑
法
典
一
八
六
｜
一
条
に
挿
入
さ
れ
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
発
せ
ら
れ
る
通
信
に
も
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「
通
信
の
秘
密
」
の
保
護
が
及
ぶ
こ
と
に
な
51
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
手
紙
に
関
す
る
「
通
信
の
秘
密
」
が
旧
刑
法
典
一
八
七
条
に
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
「
通
信
の
秘
密
」
が
旧
刑
法
典
一
八
六
｜
一
条
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
そ
の
後
の
刑
法
典
の
改
正
に
よ
り
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
52
っ
た
。
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
一
項
は
、
目
的
地
に
到
達
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
悪
意
を
も
っ
て
、
第
三
者
宛
て
に
送
ら
れ
た
通
信
を
開
封
す
る
行
為
、
破
棄
す
る
行
為
、
遅
配
す
る
行
為
、
も
し
く
は
通
信
の
宛
先
送
付
を
逸
脱
さ
せ
る
行
為
、
ま
た
は
不
正
に
内
容
を
知
る
行
為
」
に
一
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
四
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
53
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
法
が
規
制
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
そ
れ
が
家
庭
・
職
場
か
ら
発
せ
ら
れ
る
通
信
か
否
か
、
ま
た
、
私
生
活
ま
た
は
職
業
生
活
に
属
す
る
領
域
か
ら
発
せ
ら
れ
る
通
信
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
信
の
傍
受
を
行
っ
た
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
、
刑
事
罰
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
法
律
の
違
反
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
唯
一
「
善
意
（b
o
n
n
e
fo
i
」
で
な
さ
れ
た
傍
受
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
使
用
者
が
、
傍
受
装
置
の
実
施
に
つ
き
労
働
者
に
事
前
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
「
善
意
」
の
要
件
が
満
た
さ
れ
、
刑
事
罰
を
免
れ
ら
れ
う
る
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
。
法
務
省
は
、
一
九
九
四
年
時
点
で
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
質
問
に
対
し
、
判
例
が
存
在
し
な
い
の
で
、
か
か
る
シ
ス
テ
ム
が
適
法
で
あ
る
と
い
う
確
証
を
得
ら
れ
な
い
と
回
答
し
て
54
い
る
。
職
場
に
お
け
る
電
話
の
傍
受
⑴
私
用
電
話
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
職
場
に
お
け
る
私
用
電
話
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
私
的
利
用
に
類
似
し
、
従
来
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
55
き
た
。
旧
刑
法
典
三
六
八
条
は
、
本
人
の
同
意
な
く
私
的
な
場
所
で
の
本
人
の
会
話
ま
た
は
肖
像
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
「
私
生
活
の
内
面
」
を
侵
害
す
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る
行
為
に
対
し
、
制
裁
を
科
す
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
、
職
場
に
お
け
る
録
音
装
置
の
設
置
に
関
し
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
旧
刑
法
典
三
六
八
条
を
適
用
し
て
56
き
た
。
そ
の
後
、
こ
の
条
文
は
、
前
述
の
刑
法
典
の
改
正
に
よ
り
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
に
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
私
的
な
場
所
と
い
う
限
定
が
削
除
さ
れ
、
い
か
な
る
場
所
で
あ
っ
て
も
私
的
な
会
話
が
記
録
さ
れ
る
限
り
同
条
の
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
本
人
に
無
断
で
行
わ
れ
る
使
用
者
に
よ
る
電
話
傍
受
が
、
当
然
に
違
法
と
な
る
こ
と
が
明
文
で
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
は
、
次
に
掲
げ
る
何
ら
か
の
手
段
を
用
い
て
、
他
人
の
私
生
活
の
内
面
を
故
意
に
侵
害
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
四
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
を
科
す
。
①
私
的
ま
た
は
秘
密
な
も
の
と
し
て
話
さ
れ
た
言
葉
を
本
人
の
同
意
な
く
、
捕
え
録
音
し
ま
た
は
伝
達
す
る
こ
と
。
②
私
的
な
場
所
に
い
る
者
の
肖
像
を
そ
の
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
留
め
、
録
画
し
、
ま
た
は
伝
達
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
57
い
る
。
⑵
通
話
明
細
書
に
よ
る
証
拠
電
子
メ
ー
ル
の
私
的
利
用
と
私
用
電
話
の
相
違
点
の
ひ
と
つ
に
、
私
用
電
話
に
よ
る
通
話
料
金
の
支
払
と
い
う
、
実
損
害
が
使
用
者
側
に
生
じ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
破
毀
院
は
、
通
話
明
細
書
を
証
拠
に
用
い
る
こ
と
に
関
し
、
労
働
者
に
各
人
の
通
話
明
細
書
を
調
べ
る
こ
と
を
事
前
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
違
法
な
監
視
の
方
法
と
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
58
い
る
。
破
毀
院
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が
労
働
者
を
直
接
的
に
は
監
視
す
る
も
の
で
は
な
い
点
と
、
使
用
者
側
に
実
損
害
が
生
じ
る
点
を
慮
し
た
も
の
と
え
ら
れ
る
。
五
職
場
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と
「
通
信
の
秘
密
」
電
子
メ
ー
ル
と
「
会
話
の
傍
受
」
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
傍
受
が
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
職
場
に
お
け
る
私
的
電
子
メ
ー
ル
が
、
同
条
の
規
定
す
る
私
的
な
「
会
話
」
ま
た
は
「
肖
像
」
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
。
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電
子
メ
ー
ル
は
、
一
般
的
に
「
会
話
・
肖
像
」
を
発
信
・
受
信
す
る
装
置
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
条
文
を
適
用
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
連
結
さ
れ
た
カ
メ
ラ
が
将
来
ま
す
ま
す
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
労
働
者
が
自
ら
の
映
像
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
添
付
し
送
信
し
た
り
、
自
ら
の
会
話
を
送
信
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
記
録
に
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
59
い
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
電
子
メ
ー
ル
の
機
能
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
監
視
に
つ
い
て
は
、
電
話
の
場
合
と
異
な
り
、
会
話
の
傍
受
」
の
観
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
通
信
の
秘
密
」
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
適
切
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
。
職
場
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
と
「
通
信
の
秘
密
」
⑴
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
判
決
労
働
者
の
職
場
に
お
け
る
私
的
電
子
メ
ー
ル
の
問
題
を
察
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
が
果
た
し
て
「
通
信
の
秘
密
」
の
保
護
の
対
象
に
な
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
日
の
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
（T
rib
u
n
a
l
co
rrectio
n
n
el
d
e
P
a
ris
）
判
決
が
、
職
場
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
の
「
通
信
の
秘
密
」
を
肯
定
し
た
初
め
て
の
判
決
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
60
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
パ
リ
第
六
大
学
の
研
究
所
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
者
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
消
失
さ
せ
る
等
の
同
僚
を
害
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
を
行
っ
た
疑
い
か
ら
、
研
究
所
の
責
任
者
が
施
設
の
電
子
メ
ー
ル
の
流
れ
を
監
視
し
、
こ
の
者
の
送
受
信
し
た
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
元
と
そ
の
内
容
を
監
督
す
る
目
的
で
電
子
メ
ー
ル
を
調
査
し
た
た
め
に
、
公
役
務
に
従
事
す
る
者
に
よ
る
「
通
信
の
秘
密
」
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
、
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
刑
法
典
四
三
二
｜
九
条
違
反
の
有
無
が
問
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
同
条
は
、
公
権
力
を
有
す
る
者
ま
た
は
公
役
務
を
行
う
者
が
、
職
務
な
い
し
任
務
の
執
行
中
ま
た
は
執
行
に
際
し
て
、
法
律
が
定
め
る
場
合
を
除
き
、
通
信
の
逸
脱
・
隠
滅
・
開
封
な
い
し
通
信
内
容
の
漏
洩
を
命
令
し
、
行
い
、
ま
た
は
容
易
に
す
る
行
為
」
に
三
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
四
万
五
千
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ユ
ー
ロ
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
は
、
通
信
に
関
し
、
通
信
と
は
、
識
別
し
う
る
二
者
間
の
文
書
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
意
味
し
…
…
そ
の
内
容
が
、
公
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
そ
れ
が
あ
る
者
か
ら
他
の
特
定
の
者
に
宛
て
ら
れ
る
場
合
に
、
こ
の
関
係
は
通
信
と
し
て
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
送
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
が
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
法
一
条
の
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
通
信
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
場
合
に
、
個
人
か
ら
個
人
へ
送
信
さ
れ
る
私
的
通
信
と
し
て
法
律
の
保
護
の
対
象
と
な
る
と
し
た
。
①
電
子
メ
ー
ル
が
自
然
人
ま
た
は
法
人
を
も
っ
ぱ
ら
名
宛
人
に
し
て
い
る
場
合
。
②
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
に
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
て
個
人
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
ア
ド
レ
ス
が
職
業
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
限
定
さ
れ
た
個
人
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
場
合
。
こ
の
場
合
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
終
名
宛
人
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
資
格
の
あ
る
者
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
③
電
子
メ
ー
ル
が
差
出
人
と
受
取
人
の
家
族
・
友
人
・
市
民
団
体
・
職
業
な
ど
の
関
係
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
で
本
人
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
。
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
は
、
以
上
か
ら
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
利
用
に
よ
っ
て
の
み
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
な
電
子
メ
ー
ル
が
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
よ
っ
て
送
信
さ
れ
る
通
信
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
、
当
該
研
究
所
の
行
為
が
刑
法
典
四
三
二
｜
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
示
61
し
た
。
⑵
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
判
決
の
評
価
こ
の
判
決
は
、
電
子
メ
ー
ル
が
「
通
信
の
秘
密
」
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
お
り
、
同
裁
判
所
の
分
析
は
、
最
終
的
に
破
毀
院
に
上
告
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
破
毀
を
免
れ
る
よ
う
十
分
緻
密
に
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
見
解
が
62
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、
民
間
企
業
の
事
件
に
は
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
63
い
る
。
こ
の
事
件
は
公
役
務
に
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従
事
す
る
者
に
関
す
る
事
例
で
あ
っ
た
の
で
、
公
務
員
を
対
象
と
す
る
刑
法
典
四
三
二
｜
九
条
が
適
用
さ
れ
た
。
同
条
は
、
悪
意
（m
a
u
v
a
ise
fo
i
」
を
要
求
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
民
間
企
業
で
あ
れ
ば
、
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
条
二
項
は
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
よ
る
発
信
・
送
信
・
受
信
の
傍
受
・
逸
脱
・
利
用
・
漏
洩
の
行
為
、
ま
た
は
、
傍
受
を
実
行
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
装
置
を
設
置
す
る
行
為
」
が
「
悪
意
」
で
行
わ
れ
る
場
合
に
対
し
て
罰
則
を
規
定
し
て
お
り
、
同
項
違
反
と
な
る
に
は
「
悪
意
」
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
研
究
所
側
は
、
電
子
メ
ー
ル
は
、
郵
便
に
関
す
る
通
信
の
秘
密
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
電
子
メ
ー
ル
は
、
暗
号
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
き
出
し
の
ま
ま
そ
れ
を
運
搬
す
る
仲
介
業
務
に
委
ね
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ネ
ッ
ト
上
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
損
害
の
可
能
性
を
慮
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
メ
ー
ル
は
監
督
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
電
子
メ
ー
ル
は
、
秘
匿
性
が
封
書
よ
り
相
対
化
さ
れ
葉
書
に
類
似
す
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
研
究
所
側
の
主
張
が
よ
り
詳
細
な
検
討
に
値
す
る
と
い
う
見
解
も
64
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
報
告
書
に
お
い
て
、
労
働
者
に
よ
っ
て
送
受
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
は
、
通
信
の
秘
密
」
に
よ
っ
て
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
二
つ
の
点
で
相
対
化
さ
れ
る
と
し
て
65
い
る
。
第
一
に
、
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
法
は
、
使
用
者
が
自
己
の
善
意
を
立
証
す
る
限
り
に
お
い
て
、
使
用
者
が
労
働
者
の
電
話
傍
受
措
置
を
設
置
す
る
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
労
働
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
調
査
が
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
の
意
味
す
る
「
傍
受
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
関
し
裁
判
例
は
一
貫
し
て
い
66
な
い
。
こ
の
こ
と
を
慮
す
る
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
上
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
上
に
保
存
さ
れ
た
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
使
用
者
に
よ
る
調
査
が
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
傍
受
」
を
構
成
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
こ
の
報
告
書
の
公
表
の
二
〇
〇
一
年
三
月
二
八
日
時
点
で
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。
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職
場
に
お
け
る
私
用
メ
ー
ル
に
関
す
る
ニ
コ
ン
判
決
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
お
も
に
刑
法
典
適
用
の
観
点
か
ら
下
級
審
に
お
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
つ
い
に
破
毀
院
社
会
部
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日
、
前
掲
ニ
コ
ン
判
決
で
、
職
場
で
送
受
信
さ
れ
る
労
働
者
の
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
肯
定
67
し
た
。
こ
の
同
判
決
は
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
・
民
法
典
九
条
・
新
民
事
訴
訟
法
九
条
・
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
件
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
上
告
人
で
あ
るO
n
o
f
氏
は
、
一
九
九
一
年
四
月
二
二
日
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
資
格
で
、
被
上
告
人
で
あ
る
ニ
コ
ン
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
六
月
二
九
日
、
重
大
な
非
行
（fa
u
te
68
g
ra
v
e
）
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、O
n
o
f
氏
は
、
使
用
者
が
、
彼
の
不
在
中
、
彼
に
貸
与
し
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
「
個
人
的
」
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
て
デ
ィ
ス
ク
に
コ
ピ
ー
し
た
こ
と
を
非
難
し
、
本
件
解
雇
を
労
働
審
判
所
に
真
実
か
つ
重
大
な
事
由
に
基
づ
か
な
い
違
法
な
解
雇
で
あ
る
と
し
て
、
解
雇
補
償
金
等
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
破
毀
院
社
会
部
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
69
し
た
。
労
働
者
は
、
就
業
時
間
と
就
業
場
所
に
お
い
て
も
私
生
活
の
内
面
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
と
く
に
こ
れ
に
は
通
信
の
秘
密
が
含
ま
れ
る
。
労
働
者
が
業
務
の
た
め
に
利
用
す
る
情
報
機
器
を
使
用
し
て
送
受
信
し
た
私
的
電
子
メ
ー
ル
を
使
用
者
が
調
査
す
れ
ば
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
業
務
以
外
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
。
パ
リ
控
訴
院
は
、O
n
o
f
氏
が
就
業
時
間
中
に
業
務
外
の
活
動
を
し
た
と
認
定
し
、O
n
o
f
氏
の
解
雇
は
重
い
非
行
が
妥
当
す
る
と
判
断
し
た
。
そ
れ
は
、
労
働
者
が
送
受
信
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
に
基
づ
き
労
働
者
の
行
動
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
使
用
者
は
、
O
n
o
f
氏
の
利
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
調
べ
、
労
働
者
の
行
動
を
証
明
し
た
。
調
査
し
た
労
働
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
は
『
個
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人
的
』
と
表
題
の
つ
い
た
フ
ァ
イ
ル
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、〔O
n
o
f
氏
の
訴
え
を
棄
却
し
た
〕
パ
リ
控
訴
院
は
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
・
民
法
典
九
条
・
新
民
事
訴
訟
法
九
条
・
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
の
法
文
に
違
反
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
一
九
九
九
年
三
月
二
二
日
の
パ
リ
控
訴
院
の
判
決
を
破
毀
し
取
り
消
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
ニ
コ
ン
判
決
は
、
労
働
者
が
、
職
場
に
お
い
て
も
「
私
生
活
の
内
面
」
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
を
有
し
、
こ
の
権
利
に
は
「
通
信
の
秘
密
」
が
含
ま
れ
、
労
働
者
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
を
使
用
者
が
無
断
で
開
封
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
労
働
者
の
「
通
信
の
秘
密
」
を
犯
し
、
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
ニ
コ
ン
判
決
は
、
前
掲
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
の
判
決
と
は
異
な
り
、
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
法
の
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
な
く
、
電
子
メ
ー
ル
が
郵
便
物
と
同
様
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
特
徴
が
見
出
せ
る
。
今
後
、
就
業
規
則
に
使
用
者
が
従
業
員
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
を
開
封
で
き
る
旨
の
規
定
が
あ
る
と
き
に
は
、
労
働
監
督
官
は
、
ニ
コ
ン
判
決
を
実
質
的
な
根
拠
と
し
て
、
こ
の
規
定
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
70
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
「
通
信
の
秘
密
」
次
に
、
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
に
関
す
る
監
視
も
「
通
信
の
秘
密
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
か
問
題
と
な
る
。
労
働
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
へ
の
使
用
者
に
よ
る
監
督
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
71
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
が
電
子
メ
ー
ル
の
性
質
を
有
す
る
と
え
ら
れ
れ
ば
、
通
信
の
秘
密
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
前
掲
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
の
判
決
は
、
電
子
メ
ー
ル
傍
受
に
関
す
る
事
案
で
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
が
、
あ
ら
ゆ
る
遠
隔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
電
話
・
ミ
ニ
テ
ル
・
テ
レ
コ
ピ
ー
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
及
ぶ
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
使
用
者
に
よ
る
不
当
な
傍
受
に
は
、
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刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
72
な
る
。
し
か
し
、
識
別
で
き
る
二
者
間
で
の
や
り
取
り
と
い
う
関
係
が
な
い
限
り
、
単
純
な
接
続
に
「
通
信
の
秘
密
」
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
利
用
状
況
を
使
用
者
が
監
督
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
73
え
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
し
、
た
と
え
業
務
上
の
ア
ク
セ
ス
で
な
く
て
も
合
理
的
範
囲
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
生
産
性
に
影
響
し
な
い
限
り
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
う
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
禁
止
、
討
論
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
へ
の
接
続
の
禁
止
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
個
人
の
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
禁
止
な
ど
は
、
使
用
者
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
う
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
定
の
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
等
の
装
置
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
も
、
企
業
委
員
会
へ
の
諮
問
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
時
間
と
訪
れ
た
サ
イ
ト
の
一
覧
表
を
使
用
者
が
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
個
人
を
監
督
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
記
名
情
報
の
自
動
処
理
と
し
て
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
等
の
手
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
74
い
る
。
六
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
利
用
を
め
ぐ
る
問
題
と
破
毀
院
ニ
コ
ン
判
決
ニ
コ
ン
判
決
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
者
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
が
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
侵
害
と
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。
同
判
決
は
、
使
用
者
が
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
労
働
者
の
権
利
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
利
用
に
関
し
一
定
の
私
的
領
域
を
労
働
者
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
研
究
成
果
を
判
例
の
上
で
実
現
し
た
と
い
わ
れ
て
75
い
る
。
職
業
上
の
領
域
に
も
一
定
の
労
働
者
の
私
的
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
欧
州
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
76
い
る
。
使
用
者
が
私
的
な
手
紙
や
書
類
を
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
上
に
保
存
す
る
労
働
者
の
行
為
を
問
題
視
し
う
る
た
め
に
は
、
使
用
者
が
、
職
業
生
活
か
ら
労
働
者
の
あ
ら
ゆ
る
私
的
領
域
を
排
除
し
う
る
こ
と
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る
場
合
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
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て
77
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
の
利
用
に
つ
い
て
一
定
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
企
業
に
生
じ
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
個
別
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
⑴
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
最
大
の
問
題
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
電
子
メ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
侵
害
を
も
た
ら
す
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
で
い
る
場
合
や
、
企
業
の
秘
密
の
情
報
が
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
漏
洩
さ
れ
る
場
合
の
問
題
で
78
あ
る
。
K
eh
rig
法
院
検
事
（a
v
o
ca
t
g
en
era
l
）
は
、
ニ
コ
ン
判
決
の
意
見
（co
n
clu
sio
n
s
）
に
お
い
て
、
労
働
者
は
、
就
業
時
間
中
で
か
つ
労
働
場
所
に
あ
っ
て
も
私
生
活
の
内
面
を
尊
重
さ
れ
、
本
件
に
お
い
て
は
性
格
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
例
外
的
状
況
の
み
が
使
用
者
の
行
為
を
正
当
化
で
き
る
」
と
述
べ
て
79
い
る
。
こ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル
の
開
封
が
正
当
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
例
外
的
な
場
合
に
関
し
、
そ
の
具
体
的
な
事
情
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
自
由
に
対
す
る
制
約
を
正
当
化
で
き
る
だ
け
の
目
的
が
企
業
側
に
存
在
し
た
か
と
い
う
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
の
規
定
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
80
あ
る
。
そ
し
て
、
通
信
の
秘
密
」
の
尊
重
は
、
企
業
の
不
可
欠
の
利
益
と
衡
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
81
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
従
業
員
の
バ
ッ
グ
の
調
査
を
正
当
で
あ
る
と
し
た
前
掲
の
二
〇
〇
一
年
四
月
三
日
破
毀
院
判
決
は
、
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
の
適
用
に
基
づ
き
使
用
者
は
、
遂
行
す
る
職
務
の
性
質
と
追
求
さ
れ
る
目
的
の
衡
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
制
約
を
、
労
働
者
の
個
人
的
・
集
団
的
自
由
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
82
い
る
。
同
条
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
使
用
者
の
必
要
性
に
よ
り
そ
れ
が
制
約
さ
れ
る
場
合
の
あ
り
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
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て
、
重
大
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
は
、
労
働
者
の
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
を
開
封
で
き
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
企
業
の
定
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
規
程
に
お
い
て
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
が
提
起
す
る
私
的
電
子
メ
ー
ル
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
さ
83
れ
る
。
事
態
に
応
じ
た
有
効
な
監
視
方
法
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
使
用
者
の
監
視
の
必
要
性
と
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
制
約
と
が
つ
ね
に
衡
の
取
れ
た
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
侵
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
84
な
る
。
⑵
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
た
調
査
方
法
ハ
ッ
カ
ー
な
ど
の
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
流
れ
を
監
督
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
防
衛
は
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
等
の
情
報
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
監
督
に
関
し
て
は
、
間
接
的
に
労
働
者
が
個
人
的
に
受
け
取
る
メ
ー
ル
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
器
に
よ
る
調
査
は
、
メ
ー
ル
の
内
容
調
査
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
企
業
委
員
会
に
諮
問
を
行
っ
た
上
で
、
例
え
ば
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
る
等
の
方
法
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
85
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
破
毀
院
は
、
通
話
明
細
書
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
労
働
者
の
私
用
電
話
に
対
す
る
懲
戒
処
分
を
有
効
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
侵
害
が
軽
微
な
場
合
に
は
、
使
用
者
は
調
査
権
限
の
行
使
を
妨
げ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
送
受
信
の
件
名
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
な
ど
の
措
置
に
関
し
て
は
、
問
題
な
く
行
え
る
と
え
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
企
業
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
要
請
に
よ
り
、
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
信
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
の
頻
度
や
容
量
を
計
る
た
め
の
ツ
ー
ル
、
ま
た
は
、
労
働
者
に
よ
っ
て
や
り
取
り
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
保
存
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
等
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
送
信
者
や
受
信
者
が
削
除
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
シ
ス
テ
ム
に
保
存
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
監
視
装
置
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ツ
ー
ル
の
利
用
に
際
し
て
は
、
労
働
者
に
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
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86
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
監
視
・
調
査
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
必
要
性
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
制
約
を
衡
さ
せ
る
と
い
う
視
点
が
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
は
、
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
等
の
調
査
方
法
を
利
用
し
、
き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合
に
の
み
労
働
者
の
「
個
人
的
」
メ
ー
ル
を
開
封
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
い
う
企
業
に
と
っ
て
必
要
な
行
為
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
衡
を
図
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
の
濫
用
的
利
用
の
調
査
ニ
コ
ン
判
決
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
「
個
人
的
」
と
題
し
た
メ
ー
ル
を
開
封
で
き
な
い
と
す
る
原
則
は
、
一
見
す
る
と
、
労
働
者
の
私
的
行
為
を
広
範
に
許
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
企
業
秩
序
の
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
状
況
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
生
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ニ
コ
ン
判
決
は
、
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
調
査
そ
の
も
の
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
は
、
事
前
に
調
査
の
詳
細
を
労
働
者
に
知
ら
せ
、
企
業
委
員
会
に
そ
の
方
法
を
諮
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
的
確
に
履
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
調
査
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
使
用
者
が
職
業
外
利
用
を
禁
止
し
て
も
、
こ
の
禁
止
が
使
用
者
の
開
封
そ
の
も
の
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
労
働
者
の
個
人
的
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
を
調
べ
る
こ
と
な
く
調
査
が
行
わ
れ
、
労
働
者
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
を
制
裁
す
る
こ
と
は
何
ら
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
87
あ
る
。
使
用
者
は
、
正
当
な
手
続
を
履
行
し
た
上
で
の
調
査
の
結
果
、
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
が
過
度
で
あ
っ
て
業
務
に
支
障
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
理
由
に
当
該
労
働
者
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
は
、
作
成
し
た
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
が
私
的
な
も
の
で
あ
り
使
用
者
に
開
封
さ
れ
た
く
な
い
と
え
る
場
合
、
そ
の
表
題
を
「
個
人
的
」
と
す
る
こ
と
で
、
使
用
者
に
よ
る
内
容
の
調
査
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
私
的
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
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こ
の
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
り
、
使
用
者
に
よ
り
そ
の
行
為
が
業
務
に
支
障
を
来
た
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
労
働
者
は
制
裁
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
原
則
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
図
る
一
方
で
、
労
働
者
の
私
的
行
為
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
も
資
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
え
る
と
、
個
人
的
」
と
題
す
る
メ
ー
ル
を
開
封
で
き
な
い
と
い
う
原
則
は
、
必
ず
し
も
職
務
懈
怠
を
誘
発
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
よ
り
明
確
に
労
働
者
に
公
私
の
区
別
を
促
す
こ
と
に
も
な
り
う
る
と
え
る
。
個
人
的
」
と
表
示
さ
れ
て
い
な
い
メ
ー
ル
の
調
査
電
子
メ
ー
ル
の
表
題
に
個
人
的
」
と
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
表
題
か
ら
私
的
な
性
質
が
推
測
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
電
子
メ
ー
ル
の
開
封
は
、
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
ず
労
働
者
の
基
本
的
自
由
に
不
衡
な
侵
害
を
も
た
ら
す
と
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
の
規
定
に
従
い
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
よ
り
送
品
・
転
送
・
受
信
さ
れ
る
信
書
に
「
悪
意
を
も
っ
て
」
介
入
し
た
場
合
と
解
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
電
子
メ
ー
ル
に
は
郵
便
封
筒
の
よ
う
な
物
理
的
障
壁
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
内
容
を
読
む
こ
と
に
悪
意
性
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
企
業
の
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
は
、
例
外
的
に
「
個
人
的
」
と
表
記
さ
れ
な
い
限
り
、
原
則
的
に
職
業
上
の
も
の
と
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
基
本
的
自
由
へ
の
不
当
な
侵
害
と
は
い
え
ず
労
働
法
典
Ｌ
一
二
〇
｜
二
条
も
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
が
88
あ
る
。
し
か
し
、
業
務
上
の
電
子
メ
ー
ル
と
私
的
電
子
メ
ー
ル
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
業
務
に
関
す
る
情
報
と
私
的
情
報
が
混
在
し
た
電
子
メ
ー
ル
は
、
業
務
上
の
電
子
メ
ー
ル
な
の
か
私
的
電
子
メ
ー
ル
な
の
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
場
合
が
89
あ
る
。
た
と
え
ば
、
家
族
の
海
岸
で
の
写
真
の
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
私
的
内
容
の
フ
ァ
イ
ル
が
業
務
上
の
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
業
務
上
の
電
子
メ
ー
ル
か
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
か
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
表
題
だ
け
で
、
区
別
で
き
る
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と
は
限
ら
90
な
い
。
こ
れ
は
、
労
働
者
自
身
が
私
的
電
子
メ
ー
ル
を
「
個
人
的
」
な
も
の
と
し
て
区
別
し
よ
う
と
し
判
断
に
迷
う
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
点
を
慮
す
る
と
右
の
見
解
に
は
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
業
務
上
の
電
子
メ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
業
務
上
の
メ
ー
ル
に
誤
っ
て
私
的
電
子
メ
ー
ル
が
混
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
開
封
し
た
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
か
。
前
述
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
個
人
的
」
と
い
う
表
題
が
な
い
限
り
業
務
上
で
あ
る
と
え
ら
れ
る
の
で
、
開
封
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
関
し
て
も
、
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
な
く
開
封
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
信
の
秘
密
」
の
侵
害
は
免
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
が
91
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
電
子
メ
ー
ル
が
業
務
上
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
開
封
に
先
立
ち
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
私
が
明
確
に
し
に
く
い
現
状
を
慮
す
れ
ば
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
侵
害
が
最
小
限
度
に
な
る
こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
一
般
的
に
職
場
で
送
受
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
業
務
上
の
も
の
に
限
ら
れ
る
と
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
電
子
メ
ー
ル
の
件
名
や
ア
ド
レ
ス
帳
の
名
前
に
私
的
通
信
で
あ
る
こ
と
を
示
す
何
ら
か
の
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
、
業
務
上
の
も
の
で
は
な
い
と
え
る
べ
き
で
、
通
信
の
秘
密
」
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
に
は
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
う
る
合
理
的
範
囲
内
で
電
子
メ
ー
ル
の
私
的
利
用
が
許
さ
れ
、
使
用
者
は
、
通
常
の
状
況
に
お
い
て
労
働
者
の
個
人
的
な
通
信
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
92
い
る
。
使
用
者
責
任
こ
こ
で
、
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
も
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
者
が
労
働
者
に
Ｐ
Ｃ
の
私
的
利
用
を
認
め
る
こ
と
は
、
労
働
者
に
違
法
な
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
を
誘
発
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
従
業
員
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
児
童
愛
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
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ラ
ス
メ
ン
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、
使
用
者
の
民
事
的
責
任
、
さ
ら
に
、
共
犯
の
刑
事
的
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
93
い
る
。
民
法
典
一
三
八
四
条
五
項
が
「
主
人
（m
a
ıtre
）
お
よ
び
使
用
者
（co
m
m
etta
n
t
）
は
、
家
事
使
用
人
（d
o
m
estiq
u
e
）
お
よ
び
被
用
者
（p
rep
o
se
）
が
任
務
執
行
に
つ
い
て
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ
き
賠
償
責
任
を
負
う
」
と
規
定
し
て
お
り
、
使
用
者
は
、
こ
の
条
文
に
基
づ
き
労
働
者
が
任
務
の
執
行
に
関
連
し
て
犯
し
た
行
為
に
使
用
者
責
任
を
追
及
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
就
業
時
間
中
、
職
場
の
Ｐ
Ｃ
の
利
用
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
労
働
者
の
任
務
の
執
行
に
関
連
す
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
労
働
者
が
行
っ
た
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
就
業
時
間
中
、
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
デ
ー
タ
を
盗
む
目
的
で
競
合
他
社
の
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
す
る
よ
う
な
労
働
者
の
行
為
に
対
し
、
使
用
者
は
、
使
用
者
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
犯
さ
れ
た
行
為
が
労
働
者
の
任
務
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
立
証
責
任
は
、
使
用
者
が
負
わ
な
く
て
ら
94
な
い
。
そ
れ
で
は
、
労
働
者
が
犯
罪
を
構
成
す
る
内
容
の
電
子
メ
ー
ル
を
「
個
人
的
」
と
題
し
て
使
用
者
の
監
督
を
逃
れ
て
送
信
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
使
用
者
は
、
使
用
者
責
任
を
免
れ
る
の
で
あ
ろ
95
う
か
。
ニ
コ
ン
判
決
に
関
し
てK
eh
rig
法
院
検
事
の
意
見
は
、
前
述
の
よ
う
に
例
外
的
に
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
開
封
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
96
い
る
。
裁
判
所
は
、
お
そ
ら
く
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、
使
用
者
の
調
査
の
妥
当
性
と
必
要
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
97
な
る
。
実
際
に
、
新
会
社
に
移
っ
た
元
労
働
者
が
新
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
復
讐
の
た
め
大
量
の
ス
パ
ム
（
迷
惑
メ
ー
ル
）
を
元
勤
務
し
て
い
た
会
社
に
送
り
情
報
シ
ス
テ
ム
に
不
正
の
侵
害
を
与
え
た
事
件
で
、
リ
ヨ
ン
（L
y
o
n
）
労
働
審
判
所
の
二
〇
〇
一
年
二
月
二
〇
日
の
判
決
は
、
当
該
労
働
者
の
行
為
が
使
用
者
の
知
ら
な
い
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
行
為
が
労
働
者
の
任
務
の
執
行
外
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
し
て
、
使
用
者
責
任
を
否
定
し
た
事
例
が
98
あ
る
。
使
用
者
は
、
内
容
を
読
ま
な
い
限
り
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
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合
、
当
該
労
働
者
に
説
明
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
、
使
用
者
に
よ
る
調
査
が
な
さ
れ
ず
労
働
者
が
犯
罪
等
の
行
為
を
犯
し
た
場
合
、
裁
判
官
は
、
使
用
者
が
労
働
者
の
行
為
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
使
用
者
を
非
難
す
る
可
能
性
が
99
あ
る
。
使
用
者
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
使
用
者
は
一
定
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
侵
害
し
な
い
方
法
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
方
法
に
配
慮
し
つ
つ
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
は
、
使
用
者
の
調
査
の
必
要
性
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
の
衡
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
調
査
が
実
施
さ
れ
た
上
で
、
労
働
者
が
「
個
人
的
」
と
題
す
る
メ
ー
ル
で
何
ら
か
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
使
用
者
に
使
用
者
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
使
用
者
が
監
視
手
段
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
取
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
者
が
い
か
な
る
方
法
に
お
い
て
も
監
視
を
行
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
制
約
と
衡
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
企
業
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
正
当
な
制
約
と
な
り
う
る
調
査
の
条
件
を
利
用
規
程
の
形
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
重
要
な
の
は
、
労
働
者
の
誠
実
な
利
用
方
法
と
、
使
用
者
の
監
視
の
許
容
さ
れ
る
範
囲
が
明
確
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七
情
報
機
器
の
利
用
に
関
す
る
企
業
内
ル
ー
ル
の
確
立
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
規
程
の
実
態
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
多
く
の
企
業
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
情
報
機
器
に
関
す
る
利
用
規
程
を
制
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
規
程
は
、
従
業
員
代
表
や
労
働
組
合
に
諮
問
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
内
容
が
使
用
者
の
権
限
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
労
働
者
の
権
利
と
の
間
で
明
ら
か
に
不
衡
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
調
査
し
た
利
用
規
程
の
ほ
と
ん
ど
は
、
労
働
者
が
行
っ
た
す
べ
て
の
接
続
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
管
理
者
、
業
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務
部
長
ま
た
は
人
事
部
長
に
伝
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
の
利
用
状
況
を
き
わ
め
て
長
期
に
わ
た
り
保
存
し
、
個
人
的
分
析
の
対
象
と
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
利
用
規
程
は
、
労
働
者
に
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
を
業
務
上
の
も
の
に
の
み
に
強
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
企
業
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
系
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
は
、
労
働
者
に
よ
っ
て
送
信
さ
れ
る
す
べ
て
の
電
子
メ
ー
ル
が
「
永
久
的
に
記
録
さ
れ
る
文
書
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
監
督
・
調
査
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
利
用
規
程
に
労
働
者
の
私
的
利
用
が
厳
格
に
規
制
さ
れ
、
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
が
業
務
上
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
柔
軟
に
適
用
さ
れ
、
多
少
の
私
的
利
用
は
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
電
子
メ
ー
ル
の
私
的
利
用
を
全
面
的
に
禁
止
に
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
現
実
性
に
乏
し
い
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
調
査
を
踏
ま
え
て
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
情
報
機
器
に
よ
る
労
働
者
の
行
動
の
記
録
に
関
し
、
使
用
者
・
労
働
者
間
の
ル
ー
ル
の
必
要
性
を
認
識
し
、
検
討
を
行
っ
た
。
企
業
の
ル
ー
ル
作
り
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
企
業
に
お
け
る
ル
ー
ル
化
に
際
し
、
以
下
の
二
つ
の
留
意
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
に
貸
与
し
た
Ｐ
Ｃ
が
、
会
社
の
所
有
物
で
あ
り
職
務
に
関
連
す
る
枠
内
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
私
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や
ロ
グ
イ
ン
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
第
三
者
の
悪
意
の
あ
る
利
用
や
濫
用
的
利
用
を
避
け
る
た
め
に
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
労
働
者
が
会
社
の
Ｐ
Ｃ
を
私
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
利
用
に
関
す
る
会
社
側
の
要
請
と
労
働
者
の
「
私
生
活
の
内
面
」
の
尊
重
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
利
用
者
の
教
育
お
よ
び
労
使
の
集
団
的
交
渉
を
経
た
ル
ー
ル
作
り
を
通
し
て
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
351
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し
て
い
る
。
第
二
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
多
く
の
企
業
が
従
業
員
に
事
前
に
情
報
提
供
す
れ
ば
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
が
法
的
に
問
題
な
い
と
え
て
い
る
が
、
こ
の
え
は
誤
り
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
企
業
は
、
紛
争
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
は
、
ト
ー
タ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
を
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
届
け
出
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
労
働
者
を
絶
え
間
な
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
さ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
措
置
は
、
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
に
の
み
に
そ
の
利
用
が
制
約
さ
れ
、
労
働
者
の
個
人
的
活
動
そ
の
も
の
の
監
督
に
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
使
用
者
が
事
前
に
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
届
け
出
る
こ
と
で
自
由
に
労
働
者
を
監
視
で
き
る
と
え
る
の
は
誤
り
で
、
監
視
装
置
が
労
働
者
の
「
私
生
活
の
内
面
」
や
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
当
局
ま
た
は
司
法
当
局
が
、
企
業
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
比
較
衡
量
し
、
そ
の
妥
当
性
・
衡
性
を
最
終
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
と
く
に
第
一
の
観
点
で
重
要
な
の
は
、
労
働
者
が
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
利
用
す
る
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｄ
（
ロ
グ
イ
ン
と
パ
ス
ワ
ー
ド
）
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
や
使
用
者
の
指
示
に
従
っ
た
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
等
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
中
傷
・
人
種
差
別
的
発
言
、
名
誉
毀
損
に
該
当
す
る
よ
う
な
行
為
、
ま
た
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
使
用
者
が
労
働
者
に
促
す
必
要
性
を
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
の
実
施
は
、
使
用
者
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ニ
コ
ン
判
決
は
、
企
業
の
情
報
機
器
の
管
理
実
務
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
判
決
を
前
提
に
す
る
と
、
使
用
者
は
、
監
視
シ
ス
テ
ム
利
用
に
お
い
て
、
管
理
者
お
よ
び
情
報
処
理
業
務
責
任
者
に
対
し
て
、
そ
の
監
視
の
目
的
・
形
式
・
制
約
に
つ
い
て
明
確
な
業
務
指
示
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
企
業
に
は
、
情
報
機
器
の
利
用
者
の
み
を
対
象
に
し
た
利
用
規
程
を
作
成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
情
報
処
理
関
係
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員
を
も
対
象
に
し
た
文
書
を
作
成
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
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Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
も
、
す
べ
て
の
利
用
者
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
な
る
情
報
処
理
管
理
者
に
言
及
し
、
情
報
処
理
管
理
者
が
、
職
業
上
の
守
秘
義
務
を
負
い
、
職
業
上
知
り
え
た
情
報
、
と
り
わ
け
利
用
者
の
「
私
生
活
の
内
面
」
に
関
連
す
る
情
報
が
「
通
信
の
秘
密
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
円
滑
な
運
用
・
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
企
業
の
利
益
を
害
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
こ
の
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
情
報
機
器
に
関
す
る
利
用
規
程
と
い
う
表
現
を
用
い
る
と
、
利
用
者
で
あ
る
労
働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
と
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
情
報
管
理
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
を
文
書
で
明
確
に
定
め
、
こ
れ
に
関
し
て
も
労
働
者
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
強
化
の
観
点
か
ら
次
の
二
つ
の
具
体
的
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
利
用
者
の
情
報
機
器
利
用
記
録
を
保
存
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
措
置
、
お
よ
び
、
個
人
デ
ー
タ
の
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
自
動
処
理
装
置
の
導
入
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
措
置
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
、
使
用
者
が
企
業
委
員
会
等
の
組
織
に
提
出
す
る
企
業
総
括
報
告
書
（b
ila
n
so
cia
l
）
の
「
情
報
処
理
と
自
由
」
年
次
評
価
（b
ila
n
a
n
n
u
el
）
の
中
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
従
業
員
数
お
よ
び
組
織
の
形
態
が
そ
れ
を
可
能
に
す
る
限
り
に
お
い
て
、
企
業
が
従
業
員
代
表
委
員
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
保
護
と
情
報
機
器
利
用
の
た
め
の
代
表
を
企
業
内
で
指
名
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
代
表
は
、
企
業
内
の
「
情
報
処
理
と
自
由
法
遵
守
の
た
め
の
専
従
員
」
と
し
て
、
企
業
の
責
任
者
・
従
業
員
代
表
組
織
・
労
働
者
と
の
間
の
交
渉
相
手
と
な
り
、
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
お
よ
び
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
提
案
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
業
所
内
デ
ー
タ
保
護
監
督
員
を
参
に
し
た
と
も
え
ら
れ
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
企
業
が
作
成
す
る
情
報
機
器
利
用
規
程
の
法
的
性
質
電
子
メ
ー
ル
に
関
し
、
と
り
わ
け
、
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
宛
名
の
数
や
電
子
メ
ー
ル
の
容
量
の
制
限
を
規
範
の
形
式
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で
内
部
規
程
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。
従
来
、
企
業
で
は
、
情
報
機
器
の
利
用
に
関
す
る
規
程
は
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
作
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
多
様
な
形
で
存
在
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
統
一
の
と
れ
た
も
の
と
い
え
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
企
業
に
お
け
る
情
報
機
器
の
利
用
に
関
す
る
職
業
倫
理
と
安
全
の
内
部
規
程
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
文
書
に
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
就
業
規
則
以
外
に
規
則
を
制
定
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
使
用
者
が
一
方
的
に
定
め
る
就
業
規
則
に
一
定
の
制
約
を
課
し
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
使
用
者
が
一
方
的
に
定
め
る
就
業
規
則
以
外
の
文
書
が
、
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
と
な
る
か
で
あ
る
。
前
述
の
オ
ル
ー
法
の
改
革
が
行
わ
れ
た
一
九
八
二
年
以
前
は
、
使
用
者
は
、
本
来
な
ら
ば
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
っ
て
も
、
業
務
指
示
（n
o
te
d
e
serv
ice
・
回
覧
（circu
la
ire
・
指
令
（d
irectiv
e
）
等
の
形
式
に
よ
り
業
務
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
か
る
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
者
は
、
就
業
規
則
の
作
成
ま
た
は
変
更
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
を
免
れ
て
き
た
。
オ
ル
ー
法
は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
実
務
を
終
焉
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
就
業
規
則
に
一
定
の
制
約
を
課
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
で
挿
入
さ
れ
た
条
文
の
文
言
が
新
た
な
解
釈
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
九
条
に
従
い
、
使
用
者
は
、
就
業
規
則
記
載
内
容
に
関
す
る
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
四
条
が
定
め
る
事
項
を
、
一
般
的
か
つ
永
続
的
に
業
務
指
示
等
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
業
務
指
示
等
を
就
業
規
則
の
付
属
規
程
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
文
言
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
つ
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
解
釈
は
、
そ
の
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
使
用
者
が
一
方
的
に
定
め
る
規
程
が
、
規
律
ま
た
は
衛
生
・
安
全
に
か
か
わ
る
規
定
を
含
む
場
合
に
、
就
業
規
則
と
同
様
の
法
的
規
制
に
従
わ
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
事
項
は
、
労
働
契
約
や
労
働
協
約
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
解
釈
は
、
規
律
ま
た
は
衛
生
・
安
全
に
関
連
し
な
い
事
項
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
就
業
規
則
の
手
続
に
関
す
る
一
切
の
義
務
を
免
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
文
書
に
よ
っ
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
関
し
、
有
力
な
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
立
法
者
は
、
就
業
規
則
の
内
容
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
者
の
一
方
的
な
権
限
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
就
業
規
則
の
規
定
の
対
象
と
な
ら
な
い
試
用
期
間
・
競
業
避
止
・
退
職
・
配
置
転
換
等
の
諸
事
項
を
業
務
指
示
の
形
式
に
お
い
て
使
用
者
が
一
方
的
に
作
成
す
る
こ
と
を
立
法
者
が
意
図
し
た
と
は
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
労
働
契
約
や
労
働
協
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
判
例
は
、
使
用
者
が
作
成
し
た
一
般
規
定
が
労
働
者
の
権
利
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
有
効
な
も
の
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
規
律
、
衛
生
・
安
全
に
か
か
わ
ら
な
い
労
働
者
に
対
す
る
義
務
的
事
項
を
、
使
用
者
が
、
法
律
・
労
働
協
約
・
労
働
契
約
に
よ
ら
ず
、
就
業
規
則
に
お
い
て
一
方
的
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
え
る
べ
き
で
あ
る
。
定
め
ら
れ
た
規
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
懲
戒
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
す
る
利
用
規
程
に
関
し
て
、
こ
れ
を
就
業
規
則
の
付
属
規
程
と
す
る
場
合
に
、
使
用
者
は
、
就
業
規
則
の
手
続
に
従
い
、
企
業
委
員
会
に
諮
問
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
企
業
委
員
会
の
議
事
録
を
添
え
て
労
働
監
督
官
に
提
出
し
、
労
働
監
督
官
が
そ
の
内
容
の
合
法
性
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
就
業
規
則
以
外
の
形
式
で
利
用
規
程
を
作
成
で
き
る
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
判
例
と
し
て
、
一
九
九
三
年
六
月
一
一
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
が
、
倫
理
的
性
質
を
持
つ
業
務
指
示
が
、
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
就
業
規
則
以
外
の
形
式
で
利
用
規
程
を
作
成
で
き
る
か
否
か
は
、
規
定
の
内
容
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
内
容
が
、
技
術
的
助
言
・
情
報
機
器
の
利
用
方
法
等
、
衛
生
・
安
全
お
よ
び
懲
戒
に
関
係
し
な
い
事
項
で
あ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
に
よ
っ
て
労
働
法
典
Ｌ
四
三
二
｜
二
｜
一
条
に
挿
入
さ
れ
た
新
技
術
の
導
入
に
関
す
る
企
業
委
員
会
へ
の
情
報
提
供
と
諮
問
の
み
で
問
題
な
く
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
業
務
指
示
が
利
用
に
関
す
る
禁
止
ま
た
は
制
約
を
列
挙
し
て
い
る
場
合
、
職
業
上
の
機
器
の
利
用
に
関
す
る
従
来
の
就
業
規
則
の
条
項
に
付
け
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
使
用
者
は
、
こ
の
規
定
を
就
業
規
則
の
付
属
規
程
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
企
業
委
員
会
に
事
前
の
情
報
提
供
と
諮
問
の
義
務
を
負
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い
、
労
働
監
督
官
の
監
督
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
の
一
般
的
・
絶
対
的
禁
止
は
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
保
護
す
る
労
働
法
典
Ｌ
一
二
二
｜
三
五
条
と
の
関
係
で
行
き
過
ぎ
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
利
用
規
程
に
教
育
に
関
す
る
部
分
を
設
け
、
企
業
の
運
営
に
と
っ
て
適
切
な
利
用
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
違
反
す
る
労
働
者
へ
の
制
裁
が
正
当
化
さ
れ
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
情
報
機
器
の
進
展
に
伴
い
、
利
用
規
程
の
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
利
用
規
程
の
改
正
は
就
業
規
則
と
同
様
の
手
続
に
従
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
就
業
規
則
に
関
す
る
厳
し
い
制
約
が
存
在
す
る
た
め
、
利
用
規
程
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
が
、
利
用
規
程
が
労
働
者
の
義
務
を
創
設
す
る
場
合
に
は
、
就
業
規
則
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
使
用
者
は
就
業
規
則
に
関
し
て
課
さ
れ
る
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
お
わ
り
に
日
本
法
へ
の
示
唆
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況
は
、
日
本
法
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
日
本
法
へ
の
示
唆
を
検
討
し
た
い
と
え
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
を
要
約
し
、
そ
の
後
に
日
本
法
へ
の
示
唆
を
検
討
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
職
場
へ
の
情
報
機
器
の
導
入
は
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
企
業
実
務
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
深
刻
な
問
題
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
き
、
労
働
者
か
ら
誠
実
な
労
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務
を
受
領
す
る
使
用
者
の
権
利
を
根
拠
と
し
て
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
労
務
の
提
供
が
誠
実
に
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
監
視
す
る
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
、
職
場
に
労
働
者
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
労
働
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
え
ら
れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
反
面
で
、
容
赦
な
い
徹
底
し
た
監
視
は
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
基
本
的
自
由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
侵
害
行
為
は
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
・
民
法
典
九
条
・
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
・
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
・
情
報
処
理
と
自
由
法
」
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
法
典
に
お
い
て
も
、
一
九
八
二
年
以
来
、
労
働
者
の
職
場
に
お
け
る
基
本
的
自
由
の
保
護
の
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
に
よ
っ
て
労
働
者
の
個
人
情
報
に
関
す
る
一
般
的
な
保
護
規
定
が
労
働
法
典
に
挿
入
さ
れ
、
使
用
者
の
正
当
な
情
報
収
集
の
必
要
性
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
へ
の
制
約
が
衡
の
取
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
「
衡
性
の
原
則
」
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
察
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
原
則
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
は
、
労
働
者
へ
の
事
前
通
知
を
義
務
づ
け
る
「
誠
実
性
の
原
則
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
「
誠
実
性
の
原
則
」
は
、
破
毀
院
が
こ
の
法
律
の
制
定
以
前
か
ら
と
く
に
重
視
し
て
き
た
原
則
で
あ
る
。
破
毀
院
は
、
労
働
関
係
に
お
け
る
誠
実
義
務
に
基
づ
き
、
使
用
者
は
、
労
働
者
へ
の
事
前
情
報
提
供
義
務
を
負
い
、
事
前
に
労
働
者
に
知
ら
せ
て
い
な
い
方
法
に
よ
り
収
集
し
た
証
拠
に
基
づ
き
労
働
者
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
関
し
、
従
業
員
代
表
委
員
に
「
警
告
権
」
が
付
与
さ
れ
、
さ
ら
に
、
監
視
を
実
施
す
る
場
合
に
、
使
用
者
は
、
企
業
委
員
会
に
諮
問
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
従
業
員
の
集
団
的
労
働
関
係
の
観
点
か
ら
の
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
、
こ
の
問
題
が
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
十
分
に
保
護
が
図
ら
れ
に
く
い
状
況
が
慮
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
職
場
に
届
け
ら
れ
た
労
働
者
の
手
紙
に
「
通
信
の
秘
密
」
の
尊
重
が
適
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
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ま
た
、
職
場
の
電
話
の
傍
受
に
関
し
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
私
的
な
電
子
メ
ー
ル
に
関
し
て
も
こ
の
よ
う
な
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
破
毀
院
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日
、
ニ
コ
ン
判
決
に
お
い
て
、
労
働
者
の
私
的
電
子
メ
ー
ル
に
「
通
信
の
秘
密
」
の
保
護
が
及
ぶ
こ
と
を
肯
定
し
た
。
ニ
コ
ン
判
決
は
、
企
業
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
等
の
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
を
企
業
に
禁
止
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
企
業
に
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
利
用
に
関
す
る
一
切
の
監
視
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
侵
害
す
る
方
法
に
よ
る
監
視
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
・
使
用
者
責
任
回
避
等
の
要
請
か
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
る
識
別
ソ
フ
ト
等
の
情
報
ツ
ー
ル
の
利
用
に
よ
り
労
働
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
状
況
を
正
当
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
労
働
者
の
濫
用
的
利
用
に
対
し
制
裁
を
科
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
企
業
の
正
当
な
必
要
性
が
、
い
か
な
る
方
法
に
お
け
る
監
視
を
も
正
当
化
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
点
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
常
に
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
尊
重
し
、
最
も
侵
害
の
少
な
い
方
法
で
監
視
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
、
使
用
者
の
正
当
な
権
利
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
制
約
が
衡
の
取
れ
た
も
の
あ
る
こ
と
に
つ
ね
に
留
意
す
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
情
報
処
理
と
自
由
法
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
独
立
行
政
機
関
で
あ
る
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
の
情
報
機
器
の
濫
用
的
利
用
の
防
止
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
を
侵
害
し
な
い
よ
う
な
企
業
の
監
視
の
あ
り
方
に
つ
い
て
実
態
に
即
し
た
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
労
働
者
の
職
場
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
し
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
合
理
的
範
囲
内
で
の
利
用
が
許
さ
れ
、
使
用
者
は
、
通
常
の
状
況
で
は
労
働
者
の
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
を
調
査
で
き
ず
、
前
述
の
よ
う
な
識
別
の
た
め
の
ソ
フ
ト
等
の
利
用
に
よ
る
監
視
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
企
業
が
情
報
機
器
の
利
用
規
程
を
作
成
す
る
こ
と
で
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
情
報
機
器
の
著
し
い
発
達
を
慮
し
、
労
働
者
の
基
本
的
自
由
、
と
り
わ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
配
慮
の
必
要
性
を
前
提
と
し
て
、
使
用
者
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
基
本
的
自
由
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
衡
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
法
へ
の
示
唆
⑴
職
務
専
念
義
務
論
の
見
直
し
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
特
殊
な
職
場
を
除
き
、
労
働
者
が
職
務
の
合
間
に
Ｐ
Ｃ
を
わ
ず
か
に
私
的
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
労
働
者
が
一
日
の
生
活
の
大
半
を
過
ご
す
職
場
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
の
私
的
利
用
を
一
切
禁
止
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
現
実
を
前
提
と
し
た
法
理
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
職
場
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
の
私
的
利
用
の
全
面
禁
止
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
実
現
不
可
能
な
過
度
の
制
約
を
労
働
者
に
課
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
の
利
用
に
関
し
て
も
、
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
職
務
の
履
行
に
影
響
の
な
い
常
識
的
な
範
囲
内
で
の
ご
く
わ
ず
か
な
利
用
で
あ
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
監
視
の
問
題
を
議
論
す
る
場
合
の
出
発
点
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
現
実
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
し
か
に
、
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
企
業
に
と
っ
て
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
必
要
性
の
み
に
よ
っ
て
労
働
者
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
企
業
に
よ
る
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
衡
が
図
ら
れ
る
必
要
性
が
あ
る
と
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
紹
介
し
た
現
在
の
最
高
裁
の
職
務
専
念
義
務
論
を
前
提
に
す
る
と
、
こ
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。も
と
も
と
最
高
裁
の
職
務
専
念
義
務
論
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
大
成
観
光
事
件
に
お
け
る
伊
藤
正
己
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裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
職
務
専
念
義
務
と
い
わ
れ
る
も
の
も
、
労
働
者
が
労
働
契
約
に
基
づ
き
そ
の
職
務
を
誠
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
で
あ
っ
て
、
こ
の
義
務
と
何
ら
支
障
な
く
両
立
し
、
使
用
者
の
業
務
を
具
体
的
に
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
行
動
は
、
必
ず
し
も
職
務
専
念
義
務
に
違
背
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
有
力
な
学
説
は
、
こ
の
伊
藤
裁
判
官
の
補
足
意
見
に
同
調
し
、
勤
務
時
間
中
の
あ
る
活
動
が
職
務
専
念
義
務
の
違
反
に
な
る
と
は
、
そ
れ
が
労
働
契
約
上
の
誠
実
労
働
義
務
と
の
関
係
で
何
ら
か
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
職
務
専
念
義
務
論
は
、
わ
が
国
の
一
般
的
な
労
働
実
態
か
ら
は
か
け
離
れ
た
、
抽
象
的
な
建
前
論
と
い
う
性
格
が
強
い
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
よ
う
に
労
働
者
の
公
私
が
比
較
的
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
諸
外
国
と
は
異
な
り
、
わ
が
国
で
は
多
く
の
企
業
で
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
、
労
働
者
の
公
私
の
境
界
が
と
り
わ
け
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
中
で
、
現
実
的
に
は
、
就
業
時
間
中
の
私
的
行
為
が
比
較
的
大
目
に
見
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
建
前
で
は
、
注
意
力
の
す
べ
て
を
用
い
て
職
務
に
当
た
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
か
な
り
多
く
の
私
的
行
為
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
使
用
者
と
労
働
者
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
う
ち
は
と
く
に
問
題
は
発
生
し
な
い
が
、
使
用
者
が
一
定
の
労
働
者
を
排
除
す
る
た
め
こ
の
義
務
を
持
ち
出
す
可
能
性
が
あ
り
、
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
則
的
に
こ
の
よ
う
な
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
、
使
用
者
の
裁
量
の
範
囲
を
広
い
も
の
と
し
、
両
者
の
対
等
な
関
係
か
ら
み
て
き
わ
め
て
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
高
裁
の
職
務
専
念
義
務
論
は
、
職
場
で
の
組
合
活
動
や
政
治
活
動
の
禁
止
を
正
当
化
す
る
論
理
と
し
て
形
成
さ
れ
た
た
め
に
、
不
必
要
に
絶
対
的
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
と
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
の
当
否
は
さ
て
置
く
と
し
て
も
、
職
務
専
念
義
務
の
絶
対
視
は
、
情
報
化
社
会
の
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
自
由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
を
検
討
す
る
余
地
が
き
わ
め
て
縮
減
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
高
度
に
発
達
し
た
情
報
機
器
が
今
後
ま
す
ま
す
監
視
の
精
度
を
増
し
、
労
働
者
へ
の
影
響
は
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
最
高
裁
の
職
務
専
念
義
務
論
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
監
視
に
対
し
労
働
者
が
一
切
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
使
用
者
は
、
労
働
者
を
逐
一
監
督
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
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不
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
使
用
者
は
、
労
働
者
を
信
頼
す
る
こ
と
で
、
職
務
遂
行
方
法
の
か
な
り
の
部
分
を
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
職
務
に
支
障
の
な
い
程
度
の
私
的
行
為
が
存
在
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
情
報
機
器
の
発
達
は
、
容
赦
な
い
徹
底
的
な
監
視
を
可
能
に
し
、
労
働
者
は
つ
ね
に
監
視
さ
れ
る
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
監
視
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
由
を
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
者
の
健
全
な
精
神
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る
。
情
報
機
器
が
こ
の
よ
う
に
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て
、
使
用
者
の
労
働
者
に
対
す
る
監
視
と
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
衡
を
図
る
た
め
に
は
、
従
来
の
職
務
専
念
義
務
概
念
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
え
る
。
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
の
利
用
に
関
す
る
議
論
の
前
提
と
し
て
、
職
場
に
あ
っ
て
も
労
働
者
に
私
的
領
域
が
存
在
し
、
そ
こ
に
一
定
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
認
め
ら
れ
る
余
地
の
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
は
、
職
場
外
に
あ
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
会
社
人
と
し
て
の
属
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
職
場
に
あ
っ
て
も
労
働
者
で
あ
る
こ
と
以
外
に
人
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
を
有
し
、
家
族
・
社
会
に
対
す
る
一
定
の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
都
市
の
市
民
で
あ
る
労
働
者
は
企
業
に
あ
っ
て
も
市
民
で
あ
る
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
理
念
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
に
は
労
務
提
供
に
具
体
的
に
支
障
の
な
い
限
り
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
労
働
者
の
人
と
し
て
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
定
の
私
的
領
域
が
存
在
す
る
と
え
る
べ
き
で
あ
る
。
労
働
者
が
労
働
契
約
に
基
づ
き
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
職
務
専
念
義
務
を
負
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
例
の
よ
う
に
こ
れ
を
絶
対
視
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
職
務
専
念
義
務
を
相
対
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
現
実
に
即
し
た
職
場
の
監
視
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
対
化
さ
れ
た
職
務
専
念
義
務
論
を
前
提
と
し
て
、
企
業
の
監
視
の
必
要
性
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
衡
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
の
私
的
領
域
が
ど
の
範
囲
で
存
在
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
定
す
る
作
業
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。
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⑵
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実
施
に
あ
た
り
、
使
用
者
に
「
誠
実
性
の
原
則
」
に
基
づ
く
事
前
情
報
提
供
義
務
を
法
律
制
定
以
前
に
お
い
て
も
労
働
契
約
上
の
義
務
と
し
て
課
し
て
き
た
が
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
労
働
者
の
人
格
に
及
ぶ
監
視
を
可
能
に
し
て
い
る
以
上
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
労
働
契
約
に
基
づ
き
使
用
者
に
同
様
の
義
務
を
課
す
べ
き
で
あ
る
と
え
る
。
使
用
者
は
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
の
実
施
お
よ
び
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
情
報
の
利
用
方
法
、
な
ら
び
に
制
裁
が
あ
り
う
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
制
裁
の
内
容
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
労
働
者
に
事
前
に
情
報
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
情
報
へ
の
労
働
者
の
ア
ク
セ
ス
権
お
よ
び
訂
正
権
に
つ
い
て
も
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
労
働
者
と
使
用
者
の
対
等
な
関
係
か
ら
は
、
企
業
運
営
に
支
障
の
な
い
限
り
に
お
い
て
、
労
働
者
が
こ
れ
ら
の
権
利
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
、
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
以
上
に
お
い
て
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
の
機
器
を
通
し
て
行
わ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
記
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
機
器
に
精
通
し
て
い
る
労
働
者
が
、
こ
の
よ
う
に
証
拠
を
残
す
機
器
を
あ
え
て
利
用
し
て
企
業
秘
密
を
漏
洩
す
る
と
は
え
ら
れ
に
く
い
。
む
し
ろ
問
題
な
の
は
、
ま
っ
た
く
漏
洩
の
意
思
が
な
い
の
に
、
誤
操
作
等
に
よ
り
企
業
の
秘
密
を
外
部
に
漏
ら
し
て
し
ま
う
危
険
性
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
進
展
以
前
に
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
え
る
と
、
企
業
に
よ
っ
て
最
大
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
、
従
業
員
教
育
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
労
働
者
の
Ｐ
Ｃ
の
濫
用
的
利
用
が
い
か
に
企
業
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
の
実
施
は
、
労
働
者
に
Ｐ
Ｃ
の
濫
用
的
利
用
を
控
え
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
使
用
者
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
き
わ
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
き
わ
め
て
専
門
性
が
高
く
、
ど
の
よ
う
な
監
視
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
把
握
し
て
い
な
い
労
働
者
も
多
く
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
そ
の
監
視
能
力
の
詳
細
に
つ
い
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て
も
労
働
者
に
十
分
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
え
る
。
そ
し
て
、
職
場
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
意
味
で
も
、
社
内
で
の
Ｐ
Ｃ
の
利
用
規
程
等
の
自
主
的
な
規
程
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
ま
で
企
業
は
、
Ｐ
Ｃ
の
職
場
へ
の
導
入
に
と
も
な
い
、
Ｐ
Ｃ
の
利
用
を
促
進
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
従
業
員
が
操
作
に
慣
れ
習
熟
す
る
こ
と
を
望
む
た
め
、
む
し
ろ
Ｐ
Ｃ
の
私
的
利
用
を
奨
励
す
る
場
合
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
従
業
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
触
れ
る
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
ま
っ
た
く
自
由
に
黙
認
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
貸
与
の
Ｐ
Ｃ
の
私
的
利
用
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
ど
の
よ
う
な
方
針
を
と
り
、
か
つ
、
ど
の
よ
う
な
利
用
を
労
働
者
に
徹
底
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
労
働
者
に
明
確
に
知
ら
せ
る
意
味
で
も
、
利
用
規
程
の
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
利
用
規
程
作
成
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
労
働
者
の
義
務
的
な
内
容
を
含
む
場
合
に
、
就
業
規
則
の
作
成
手
続
と
同
様
の
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
的
義
務
を
使
用
者
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
規
程
に
従
業
員
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
利
用
規
程
が
、
労
基
法
八
九
条
一
〇
号
の
「
当
該
事
業
場
の
労
働
者
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
定
め
」
に
該
当
す
る
と
解
し
、
こ
れ
を
就
業
規
則
の
記
載
事
項
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者
は
、
す
べ
て
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
処
理
管
理
者
が
濫
用
的
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
、
教
育
を
行
い
、
職
業
上
の
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
情
報
処
理
管
理
者
に
関
す
る
規
程
も
文
書
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
程
に
つ
い
て
も
労
働
者
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
使
用
者
は
、
監
視
方
法
・
監
視
目
的
・
保
存
期
間
な
ど
を
明
確
に
し
、
正
当
な
目
的
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
の
監
視
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
よ
う
に
、
強
力
な
権
限
を
有
す
る
独
立
行
政
機
関
の
監
督
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
三
二
条
か
ら
三
五
条
が
、
主
務
大
臣
の
報
告
の
徴
収
・
助
言
・
勧
告
・
命
令
等
の
関
与
を
規
定
し
て
お
り
、
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
は
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
任
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
（
同
法
三
六
条
一
項
一
号
。
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
独
立
し
た
機
関
で
は
な
く
、
省
の
レ
ベ
ル
に
委
ね
ら
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れ
て
い
る
点
に
は
問
題
な
し
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
情
報
機
器
の
特
質
を
踏
ま
え
た
よ
り
具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
行
政
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
1
こ
の
問
題
に
関
す
る
国
際
文
書
お
よ
び
欧
州
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
と
雇
用
・
労
働
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』
調
査
研
究
報
告
書
一
五
五
号
日
本
労
働
研
究
機
構
（
二
〇
〇
三
年
）
九
四
頁
以
下
〔
砂
押
執
筆
部
分
〕
を
参
照
。
2
W
orkin
g
d
ocu
m
en
t
on
th
e
su
rveillan
ce
of
electron
ic
com
m
u
n
ication
s
in
th
e
w
orkplace,
a
d
o
p
ted
o
n
29
M
a
y
2002.
w
w
w
.eu
ro
p
a
.eu
.in
t /
co
m
m
/p
riv
a
cy
3
情
報
化
が
雇
用
問
題
や
労
働
者
の
働
き
方
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
西
谷
敏
「
情
報
化
と
労
働
法
の
課
題
」
労
働
法
律
旬
報
一
五
三
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
頁
、
Ｉ
Ｔ
革
命
進
展
に
よ
り
労
働
法
上
生
ず
る
問
題
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
森
戸
英
幸
「W
h
a
t
is
IT
?
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
四
九
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
一
頁
を
参
照
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
が
職
場
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
は
、
砂
押
「
Ｉ
Ｔ
化
が
職
場
に
及
ぼ
す
影
響
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
四
九
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
六
二
頁
を
参
照
。
4
わ
が
国
の
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
検
討
す
る
比
較
的
最
近
の
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
角
田
邦
重
「
企
業
社
会
に
お
け
る
労
働
者
人
格
の
展
開
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
七
八
号
（
一
九
九
一
年
）
五
頁
、
山
田
省
三
「
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」
同
三
三
頁
、
山
田
「
雇
用
関
係
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」『
二
一
世
紀
の
労
働
法
第
六
巻
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
〇
年
）
六
七
頁
、
盛
誠
吾
「
雇
用
・
職
場
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
（
一
九
九
四
年
）
二
三
九
頁
、
盛
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
雇
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
」
堀
部
政
男
編
『
情
報
公
開
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
比
較
法
』
日
本
評
論
社
（
一
九
九
七
年
）
一
九
九
頁
、
道
幸
哲
也
『
職
場
に
お
け
る
自
立
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
日
本
評
論
社
（
一
九
九
五
年
、
道
幸
「
職
場
に
お
け
る
人
権
保
障
法
理
の
新
た
な
展
開
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
四
四
一
号
（
一
九
九
七
年
）
二
頁
、
道
幸
「
職
場
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
下
井
隆
史
先
生
古
稀
記
念
『
新
時
代
の
労
働
契
約
法
理
論
』
信
山
社
（
二
〇
〇
三
年
）
二
五
九
頁
、
大
塚
崇
史
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
七
号
（
一
九
九
七
年
）
一
四
九
頁
、
島
田
陽
一
「
労
働
者
の
私
的
領
域
確
保
の
法
理
」
法
律
時
報
六
六
巻
九
号
（
一
九
九
四
年
）
五
二
頁
、
島
田
「
募
集
・
採
用
に
お
け
る
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
」
労
働
法
律
旬
報
一
四
九
七
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
頁
、
竹
地
潔
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け
る
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
」
季
刊
労
働
法
一
八
七
号
（
一
九
九
八
年
）
二
六
頁
、
竹
地
「
派
遣
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
問
題
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
二
巻
三
号
（
一
九
九
九
年
）
二
七
頁
、
竹
地
「
採
用
選
時
に
お
け
る
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
」
部
落
開
放
研
究
一
三
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
五
〇
頁
、
竹
地
「
人
事
労
務
管
理
と
労
働
者
の
人
格
的
利
益
の
保
護
」『
二
一
世
紀
の
労
働
法
第
六
巻
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
〇
年
）
九
一
頁
、
名
古
道
功
「
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」『
転
換
期
労
働
法
の
課
題
』
旬
報
社
（
二
〇
〇
三
年
）
一
六
一
頁
、
前
掲
報
告
書
『
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
と
雇
用
・
労
働
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』、
砂
押
「
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
に
つ
い
て
（
一
）
二
）
三
・
完
」
季
刊
労
働
法
一
八
四
号
（
一
九
九
七
年
）
一
三
三
頁
、
一
八
五
号
（
一
九
九
八
年
）
一
六
五
頁
、
一
八
六
号
（
一
九
九
八
年
）
一
九
五
頁
、
砂
押
「
労
働
者
の
外
観
の
自
由
と
こ
れ
に
対
す
る
使
用
者
の
規
制
」
季
刊
労
働
法
一
九
〇
・
一
九
一
合
併
号
（
一
九
九
九
年
）
一
六
一
頁
、
砂
押
「
フ
ラ
ン
ス
お
け
る
労
働
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者
の
個
人
情
報
保
護
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
九
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
〇
七
頁
、
砂
押
「
情
報
化
社
会
に
お
け
る
労
働
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
権
利
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
Ｉ
Ｔ
革
命
と
職
場
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
日
本
労
働
研
究
機
構
（
二
〇
〇
一
年
）
二
二
五
頁
、
砂
押
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
の
意
義
と
課
題
」
労
働
法
律
旬
報
一
五
〇
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
八
頁
、
砂
押
「
従
業
員
の
電
子
メ
ー
ル
私
的
利
用
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」
労
働
判
例
八
二
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
九
頁
、
砂
押
「
情
報
化
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
労
働
法
律
旬
報
一
五
三
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
頁
、Ik
u
k
o
S
u
n
a
o
sh
i,“O
n
lin
e
R
ig
h
ts
fo
r
Ja
p
a
n
ese
W
o
rk
ers
in
th
e
In
fo
rm
a
tio
n
S
o
ciety
”
in
R
.
B
la
n
p
a
in
（ed
.
,
B
u
lletin
of
C
om
parative
L
abou
r,
V
o
l.40,
K
lu
w
er
（2002
,
p
.213,
Ik
u
k
o
S
u
n
a
o
sh
i,“T
h
e
L
eg
a
l
R
eg
u
la
tio
n
o
f
D
isclo
su
re
o
f
P
erso
n
a
l
In
fro
m
a
tio
n
o
f
E
m
p
lo
y
ees
o
r
P
ro
sp
ectiv
e
E
m
p
lo
y
ees
to
E
m
p
lo
y
ers
o
r
P
ro
sp
ectiv
e
E
m
p
lo
y
ers
in
Ja
p
a
n
”,
21
C
O
M
P
.
L
A
B
.
L
.
&
P
O
L
’
Y
.
J.
745
（2000
,
Ik
u
k
o
S
u
n
a
o
sh
i,“L
eg
a
l
R
eg
u
la
tio
n
o
f
th
e
D
isclo
su
re
o
f
In
fo
rm
a
tio
n
to
E
m
p
lo
y
ees
o
r
P
ro
sp
ectiv
e
E
m
p
lo
y
ees
in
Ja
p
a
n
”,22
C
O
M
U
.
L
A
B
.
L
.
&
P
O
L
’
Y
.
J.
585
（2001
.
な
ど
が
あ
る
。
5
行
動
指
針
」
の
解
説
に
関
し
て
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
の
意
義
と
課
題
」
を
参
照
。
6
S
o
c.
2
o
cto
b
re
2001,
D
roit
social,
2001,
p
.919.
ニ
コ
ン
判
決
に
つ
い
て
は
、
五
３
に
お
い
て
詳
述
す
る
。
7
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
D
roit
social,
2001,
p
.915.
8
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
解
雇
事
件
・
東
京
地
判
平
七
・
三
・
三
〇
労
働
判
例
六
六
七
号
一
四
頁
、
Ｔ
工
業
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
解
雇
）
事
件
・
千
葉
地
判
平
一
二
・
六
・
一
二
労
働
判
例
七
八
五
号
一
〇
頁
、
東
京
都
（
警
察
学
校
・
警
察
病
院
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
）
事
件
・
東
京
地
判
平
一
五
・
五
・
二
八
労
働
判
例
八
五
二
号
一
一
頁
、
Ｂ
金
融
公
庫
（
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査
）
事
件
・
東
京
地
判
平
一
五
・
六
・
二
〇
労
働
判
例
八
五
四
号
五
頁
な
ど
の
事
件
に
お
い
て
は
、
一
定
の
疾
病
に
関
す
る
情
報
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
9
最
三
小
判
平
七
・
九
・
五
労
働
判
例
六
八
〇
号
二
八
頁
。
10
東
京
地
判
平
一
四
・
二
・
二
六
労
働
判
例
八
二
五
号
五
〇
頁
。
11
電
電
公
社
目
黒
電
報
電
話
局
事
件
・
最
三
小
判
昭
五
二
・
一
二
・
一
三
民
集
三
一
巻
七
号
九
七
四
頁
、
同
旨
の
判
決
と
し
て
、
国
鉄
鹿
児
島
自
動
車
営
業
所
事
件
・
最
二
小
判
平
五
・
六
・
一
一
労
働
判
例
六
三
二
号
一
〇
頁
、
Ｊ
Ｒ
東
海
（
新
幹
線
支
部
）
事
件
・
最
二
小
判
平
一
〇
・
七
・
一
七
労
働
判
例
七
四
四
号
一
五
頁
。
12
東
京
地
判
平
一
三
・
一
二
・
三
労
働
判
例
八
二
六
号
七
六
頁
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
判
断
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
件
の
渦
中
の
人
物
で
あ
る
被
告
が
、
原
告
で
あ
る
部
下
の
女
性
の
電
子
メ
ー
ル
を
監
視
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
部
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
被
告
に
監
視
の
権
限
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
事
実
認
定
に
つ
い
て
は
問
題
の
あ
る
判
決
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
関
す
る
判
例
評
釈
と
し
て
は
、
小
畑
史
子
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判
例
百
選
〔
第
七
版
〕』
四
六
頁
、
竹
地
潔
「
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
電
子
メ
ー
ル
の
使
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
臨
時
増
刊
）
一
二
四
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
〇
五
頁
、
永
野
仁
美
「
私
的
メ
ー
ル
の
調
査
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
存
在
し
な
い
状
況
下
で
メ
ー
ル
の
閲
読
が
許
さ
れ
る
条
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
五
三
頁
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
電
子
メ
ー
ル
事
件
の
判
決
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
従
業
員
の
電
子
メ
ー
ル
私
的
利
用
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
、
藤
内
和
公
「
会
社
内
の
私
用
電
子
メ
ー
ル
に
対
す
る
使
用
者
の
監
視
の
可
否
」
法
律
時
報
七
五
巻
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
〇
頁
を
参
照
。
13
法
的
枠
組
み
に
関
し
て
は
、
前
掲
報
告
書
『
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
と
雇
用
・
労
働
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』
一
四
四
｜
一
四
七
頁
﹇
砂
365
職場のサイバー・サーベイランスと労働者のプライバシー保護（砂押以久子)
押
執
筆
部
分
﹈
を
参
照
。
14
L
o
i
n
°78-17
d
u
6
ja
n
v
ier
1978
rela
tiv
e
a
l’
in
fo
rm
a
tiq
u
e,
a
u
x
fich
iers
et
a
u
x
lib
ertes,
J.O
.,
7
ja
n
v
ier
1978
p
.227.
こ
の
法
律
に
関
す
る
邦
文
の
文
献
と
し
て
、
多
賀
谷
一
照
「
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
立
法
と
運
用
の
実
態
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
四
二
号
臨
時
増
刊
『
情
報
公
開
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
一
九
八
一
年
）
二
四
八
頁
、
多
賀
谷
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
情
報
処
理
と
自
由
国
家
委
員
会
』
の
最
近
の
動
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六
〇
号
（
一
九
八
二
年
）
三
四
頁
、
多
賀
谷
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
』
一
九
九
四
年
）
二
九
三
頁
な
ど
を
参
照
。
15
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
Ｈ
Ｐ
上
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
書
と
し
て
は
、L
a
cybersu
rveillan
ce
d
es
salaries
d
an
s
l’en
treprise,
rapport
d
’etu
d
e
et
d
e
con
su
ltation
pu
bliqu
e
d
e
la
C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
（
以
下
、C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
、
お
よ
び
、L
a
cybersu
rveillan
ce
su
r
les
lieu
x
d
e
la
travail,
C
N
IL
,
5
fevrier
2
0
0
2
（
以
下
、C
N
IL
,
5
fevrier
2
0
0
2
）
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
の
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。h
ttp
:
w
w
w
.cn
il.fr
th
em
a
tic
in
d
ex
.h
tm
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
年
次
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、L
a
cybersu
rveillan
ce
d
es
salaries
en
en
treprise,
C
N
IL
2
0
rapport
d
’activite
1
9
9
9
,
L
a
d
o
cu
m
en
ta
tio
n
fra
n
ça
ise,
P
a
ris,
2000,
p
p
.180-184
（
以
下
、C
N
IL
2
0
rapport
、L
a
cybersu
rveillan
ce
d
es
salaries,
C
N
IL
2
1
rapport
d
’activite
2
0
0
0
,
L
a
d
o
cu
m
en
ta
tio
n
fra
n
ça
ise,P
a
ris,2001,p
p
.121-134
（
以
下
、C
N
IL
2
1
rapport
、
お
よ
び
、L
a
cybersu
rveillan
ce
su
r
les
lieu
x
d
e
la
travail,
C
N
IL
2
2
rapport
d
’activite
2
0
0
1
,
L
a
d
o
cu
m
en
ta
tio
n
fra
n
ça
ise,
P
a
ris,
2002,
p
p
.54-62
（
以
下
、C
N
IL
2
2
rapport
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
頻
繁
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
関
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
企
業
の
専
門
家
、
と
く
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
専
門
家
、
労
働
組
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
・
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
・
Ｆ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
・
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
お
よ
び
、
使
用
者
代
表
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
・
Ｃ
Ｇ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
）
に
諮
問
し
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
三
月
二
八
日
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公
表
さ
れ
た
「
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
サ
イ
バ
ー
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
に
よ
れ
ば
、
諮
問
の
内
容
は
、
以
下
の
四
つ
の
事
項
で
あ
る
と
さ
れ
る
（C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
,
op.
cit.
。
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
は
、
以
前
か
ら
の
企
業
内
の
設
備
と
そ
の
性
質
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。
②
従
属
関
係
で
あ
る
労
働
契
約
に
お
い
て
、
使
用
者
に
、
労
働
者
の
私
生
活
と
個
人
的
自
由
の
い
か
な
る
部
分
を
保
障
さ
せ
る
の
か
。
③
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
の
私
的
利
用
が
許
容
さ
れ
う
る
の
か
。
④
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
制
約
さ
れ
る
の
か
。
16
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
L
ia
iso
n
s,
2001,
P
a
ris,
p
.91.
17
フ
ラ
ン
ス
の
週
労
働
時
間
三
五
時
間
制
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
奥
田
香
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
時
短
・
雇
用
政
策
と
三
五
時
間
労
働
法
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
四
九
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
九
頁
を
参
照
。
18
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.
cit.,
p
.91.
19
C
N
IL
2
1
R
apport,
op.cit.,
p
p
.123-124.
20
S
o
c.
12
ja
n
v
ier
1999,
R
JS
2 /99,
n
°151,
p
.103.
21
F
A
V
E
N
N
E
C
-H
É
R
Y
（F
.
,
V
ie
P
rivee
d
an
s
l’en
treprise
et
a
d
om
icile,
R
JS
12 /2001,
p
.943.
22
北
村
一
郎
「
私
生
活
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
の
法＝
権
利
の
復
権
」
北
村
一
郎
編
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
展
望
』
東
大
出
版
会
（
一
九
九
八
年
）
二
一
五
頁
。
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23
K
a
y
ser
は
、
英
米
法
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、
私
生
活
の
秘
密
お
よ
び
私
生
活
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
（K
A
Y
S
E
R
（P
.
,
L
a
protection
d
e
la
vie
privee
par
le
d
roit,
3
ed
,
P
.U
.F
.,1995,
n
°38,
p
.92
。
24
S
A
V
A
T
IE
R
（J.
,
L
a
protection
d
e
la
vie
privee
d
e
salaries,
D
roit
social,
1992,
p
.329.
25
S
o
c.
22
ja
n
v
ier
1992,
D
roit
social,
1992,
p
.334
ほ
か
。
こ
の
事
件
は
、
自
動
車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
従
業
員
が
競
業
他
社
の
自
動
車
を
購
入
し
た
た
め
に
解
雇
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
労
働
者
が
私
生
活
に
お
い
て
財
・
製
品
・
商
品
を
自
ら
の
好
み
で
購
入
す
る
自
由
を
有
す
る
と
判
示
し
た
。
26
例
え
ば
、
自
動
車
を
乗
り
回
す
よ
う
な
行
為
は
、
職
業
外
の
行
為
で
あ
っ
て
も
公
生
活
に
属
す
る
行
為
で
あ
り
私
生
活
に
属
す
る
行
為
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
（
砂
押
・
前
掲
論
文
「
情
報
化
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
一
五
頁
を
参
照
。
27
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
Ⅱ
人
権
総
論
』
有
斐
閣
（
一
九
九
七
年
）
三
五
五
頁
以
下
参
照
。
28
L
o
i
n
°82-1446
d
u
4
a
o
u
t
1982
relative
au
x
libertes
d
es
travailleu
rs
d
an
s
l’en
treprise,
J.O
.,
4
a
o
u
t
1982,
p
.19.
オ
ル
ー
法
に
関
す
る
邦
文
の
文
献
と
し
て
、
保
原
喜
志
夫
「
オ
ル
ー
法
と
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
新
展
開
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
三
〇
二
号
（
一
九
八
四
年
、
岩
井
養
吉
「
オ
ル
ー
法
と
企
業
協
定
（
一
）
二
完
」
八
幡
大
学
論
集
（
一
九
八
六
年
）
三
六
巻
二
・
三
・
四
号
、
佐
藤
清
「
オ
ル
ー
法
以
後
に
お
け
る
企
業
内
労
使
関
係
の
展
開
表
現
の
権
利
・
団
体
交
渉
・
組
合
の
状
況
を
め
ぐ
っ
て
（
海
外
主
要
国
の
動
向
フ
ラ
ン
ス
一
九
八
六
年
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
三
二
二
号
（
一
九
八
七
年
）
ほ
か
が
あ
る
。
29
R
IV
E
R
O
（J.
,
N
ote
su
r
le
reglem
en
t
in
terieu
r,
D
roit
social,
1979,
p
.1.
30
L
Y
O
N
-C
A
E
N
（G
.
,
L
es
libertes
pu
bu
liqu
es
et
l’em
ploi,
L
a
d
o
cu
m
en
ta
tio
n
fra
n
ça
ise,
P
a
ris,
1991,
n
°150,
p
.137.
31
就
業
規
則
の
規
定
が
労
働
者
の
権
利
・
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
を
め
ぐ
る
判
例
の
詳
細
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
に
つ
い
て
（
二
」
一
八
五
号
一
六
七
頁
以
下
を
参
照
。
32
L
Y
O
N
-C
A
E
N
（G
.
,
op.
cit.,
n
°153,
p
p
.141-142.
33
L
o
i
n
°92-1446
d
u
31
d
ecem
b
re
1992
rela
tiv
e
a
l’em
p
lo
i,
a
u
d
ev
elo
p
p
em
en
t
d
u
tra
v
a
il
a
tem
p
s
p
a
rtiel
et
a
l’a
ssu
rra
n
ce-ch
o
m
a
g
e,
J.O
.,
1
ja
n
v
ier
1993,
p
.19.
34
S
o
c.
3
a
v
ril
2001,
B
u
ll.
civ.
V
.
2001,
n
°115,
p
.90.
35
こ
の
原
則
は
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
七
日
の
破
毀
院
判
決
（S
o
c.
17
o
cto
b
re
1973,
D
roit
social,
1974,
p
.290
）
に
よ
り
す
で
に
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
フ
ラ
イ
ス
工
が
雇
入
れ
の
際
に
牧
師
の
身
分
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
破
毀
院
社
会
部
は
、
雇
い
入
れ
の
際
に
使
用
者
が
要
求
で
き
る
情
報
に
関
し
、
応
募
者
が
当
該
雇
用
に
適
性
を
有
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
原
則
は
一
九
九
二
年
一
二
月
三
一
日
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
判
例
法
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
36
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.
cit.,
p
.112.
37
S
o
c.
20
n
o
v
em
b
re
1991,
D
roit
social,
1992,
p
.31.
そ
し
て
、
そ
の
後
の
一
連
の
破
毀
院
判
決
も
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
破
毀
院
社
会
部
の
367
職場のサイバー・サーベイランスと労働者のプライバシー保護（砂押以久子)
判
例
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
情
報
化
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
二
一
頁
を
参
照
。
38
N
T
IC
et
su
rveillan
ce
d
es
salaries,
L
iaison
s
sociales,
L
egislation
sociale,
n
°8211-A
1,
2001,
p
.2.
39
C
ircu
laire
D
R
T
n
°9
3
/1
0
d
u
1
5
m
ars
1
9
9
3
,
R
ecru
tem
en
t
et
libertes
in
d
ivid
u
elles,
L
iaison
s
sociales,
L
egislation
sociale,
n
°6815,1993,
p
.6.
40
S
o
c.
15
m
a
i
2001,
B
u
ll.
civ.
V
,
n
°167,
p
.131.
こ
の
ほ
か
に
も
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
労
働
法
典
四
三
二
｜
二
｜
一
条
の
規
定
が
労
働
者
に
事
前
に
通
知
し
て
い
な
い
監
視
方
法
に
よ
り
収
集
し
た
証
拠
を
使
用
者
が
利
用
す
る
こ
と
の
禁
止
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
（S
o
c.
31
ja
n
v
ier
2001,
B
u
ll.
civ.
V
.
n
°28,
p
.20
。
ま
た
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
労
働
組
合
が
署
名
し
た
労
働
協
約
に
よ
っ
て
利
用
規
定
が
採
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
企
業
委
員
会
の
事
前
の
諮
問
を
免
れ
な
い
と
し
て
い
る
（S
o
c.
5
m
a
i
1998,
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.cit.,
p
.135
。
41
た
だ
し
、
ビ
デ
オ
監
視
に
関
し
て
は
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
が
い
う
記
名
情
報
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（N
T
IC
et
su
rveillan
ce
d
es
salaries,
op.cit.,
p
.3
.
。
42
破
毀
院
刑
事
部
は
、
一
九
九
一
年
五
月
二
三
日
、
次
の
よ
う
な
事
件
で
、
使
用
者
に
同
条
が
規
定
す
る
罰
則
を
適
用
し
て
い
る
。
M
a
n
g
会
社
の
社
長
で
あ
るD
a
n
iel
B
a
ra
n
es
氏
が
、
各
職
場
か
ら
か
け
た
電
話
番
号
の
す
べ
て
を
記
録
す
る
電
話
自
動
装
置
を
一
九
八
四
年
三
月
に
企
業
内
に
設
置
し
た
。
こ
の
設
置
に
関
し
て
は
従
業
員
に
明
ら
か
に
せ
ず
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
も
届
出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
該
会
社
の
従
業
員
で
あ
っ
たJa
cq
u
es
F
ra
n
k
氏
は
、
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
一
九
八
四
年
七
月
に
解
雇
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
同
氏
が
、
一
九
八
七
年
六
月
一
九
日
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
四
一
条
違
反
を
主
張
し
、
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
に
訴
え
た
。
同
裁
判
所
は
、
一
九
八
七
年
六
月
一
九
日
の
告
訴
の
申
立
の
時
点
で
、
公
的
行
為
に
関
す
る
三
年
の
時
効
が
成
立
し
て
い
る
と
し
て
、
同
氏
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
破
毀
院
刑
事
部
は
、
訴
追
の
軽
罪
は
、
情
報
処
理
と
自
由
法
一
六
条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
届
出
の
欠
缺
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
る
が
、
時
効
の
時
期
の
起
算
点
を
自
動
処
理
の
た
め
の
装
置
の
導
入
の
日
で
あ
る
と
判
示
し
た
原
判
決
は
、
適
用
条
文
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
原
判
決
を
破
毀
し
取
り
消
し
た
（C
rim
.
23
m
a
i
1991,
B
u
ll.
crim
.
1991,
n
°218,
p
.555
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
破
毀
院
刑
事
部
は
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
四
一
条
の
時
効
の
起
算
点
が
、
届
出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
時
点
で
は
な
く
、
違
反
行
為
を
終
了
し
た
時
点
、
す
な
わ
ち
、
使
用
者
が
自
動
処
理
を
終
え
た
時
点
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
（C
rim
.
23
m
a
i
1991,
n
o
te
M
O
R
IN
（B
.
,
G
az.
P
al.
1992
（1
sem
.
,
1
fev
rier
1992,
p
.77
。
43
S
o
c.
7
ju
in
1995,
n
o
te
M
O
L
E
（A
.
）,
G
az.
P
al.
1996
（1
sem
.
,
som
m
.
27
ja
n
v
ier
1996,
p
.2.
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
件
が
あ
る
。T
u
rb
o
m
eca
会
社
は
、
賃
金
の
支
払
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
行
う
こ
と
に
し
、
一
九
八
九
年
五
月
以
降
給
与
の
支
払
い
を
外
部
の
企
業
に
委
託
し
、
そ
れ
ま
で
直
接
本
人
に
交
付
し
て
い
た
給
与
明
細
書
を
郵
送
す
る
こ
と
に
し
た
。
当
該
会
社
の
労
働
者
で
あ
るP
a
g
es
氏
お
よ
びS
eg
o
t
氏
は
、
給
与
明
細
書
が
直
接
本
人
に
交
付
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
給
与
明
細
書
の
郵
送
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
を
求
め
、
法
律
の
規
定
・
協
約
の
規
定
・
企
業
慣
行
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
原
審
で
あ
る
ポ
ー
（P
a
u
）
控
訴
院
は
、
労
働
法
典
Ｌ
一
四
三
｜
三
条
お
よ
び
労
働
協
約
は
、
使
用
者
が
報
酬
の
支
払
い
に
際
し
給
与
明
細
書
を
労
働
者
に
交
付
す
べ
き
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
は
、
直
接
本
人
に
交
付
す
る
と
の
意
味
に
は
解
さ
れ
な
い
。
郵
送
手
段
は
、
労
働
者
に
給
与
明
細
書
を
交
付
す
る
た
め
の
一
手
368
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段
で
し
か
な
く
、
こ
の
手
段
は
労
働
法
典
Ｌ
一
四
三
｜
三
条
お
よ
び
労
働
協
約
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、
使
用
者
は
、
労
働
審
判
所
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
後
に
、『
情
報
処
理
と
自
由
法
』
二
六
条
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
義
務
に
関
す
る
規
定
は
同
法
一
六
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
六
条
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
｜
筆
者
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
届
出
を
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
行
う
こ
と
で
、
状
況
を
正
常
化
し
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
、
当
該
労
働
者
ら
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
一
九
九
五
年
六
月
七
日
、
使
用
者
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
届
出
の
前
に
記
名
情
報
の
自
動
処
理
を
実
行
し
、
当
該
労
働
者
が
賠
償
要
求
し
て
い
る
損
害
が
労
働
者
に
生
じ
る
か
否
か
を
自
ら
が
判
断
し
た
こ
と
で
、
非
行
（fa
u
te
）
を
犯
し
た
」
と
判
示
し
、
原
判
決
を
破
毀
し
取
り
消
し
た
（S
o
c.
7
ju
in
1995,
B
u
ll.
civ.
V
.,
1995,
n
°184,
p
.135
。
ま
た
、
パ
リ
控
訴
院
は
、
一
九
九
七
年
三
月
七
日
、
労
働
者
を
自
動
電
話
装
置
に
よ
る
記
録
に
よ
っ
て
解
雇
し
た
事
件
に
お
い
て
、
労
働
者
が
電
話
を
か
け
た
際
に
そ
の
番
号
の
最
初
の
数
字
の
み
を
記
録
す
る
一
覧
表
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
通
話
者
の
身
元
が
判
明
す
る
限
り
、
情
報
処
理
と
自
由
法
」
一
六
条
に
よ
る
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
へ
の
事
前
の
届
務
が
必
要
で
、
か
か
る
届
出
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
は
違
法
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
解
雇
を
無
効
と
し
て
い
る
（C
A
P
a
ris
7
m
a
rs
1997,
G
az.
P
al.,21
ja
n
v
ier
1999,
p
.21
。
反
対
に
届
出
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
関
し
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
は
、
一
九
九
五
年
一
一
月
二
八
日
、
月
に
八
〇
回
、
一
一
時
間
以
上
も
私
的
電
話
を
行
っ
て
い
た
労
働
者
の
解
雇
に
つ
い
て
、
こ
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
監
視
装
置
に
つ
い
て
労
働
者
に
事
前
に
通
知
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
も
届
出
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
当
該
解
雇
を
真
実
か
つ
重
大
な
事
由
に
基
づ
く
適
法
な
解
雇
で
あ
る
と
認
め
た
（C
A
V
ersa
illes,
28
n
o
v
em
b
re
1995,
R
JS
7 /97,
n
°919,
p
.577
。
44
M
O
R
A
N
G
E
（J.
,
D
roits
d
e
l’h
om
m
e
et
libertes
pu
bliqu
es,
5
ed
.,
P
.
U
.
F
.,
P
a
ris,
2000,
p
.187.
45
C
A
P
a
ris
17
ju
in
1938,
D
.,
1938
p
.520.
パ
リ
控
訴
院
は
、
従
業
員
宛
と
な
っ
て
い
る
手
紙
に
は
、
不
可
侵
で
あ
る
通
信
の
秘
密
が
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
が
新
聞
社
に
届
け
ら
れ
た
記
者
宛
て
の
信
書
を
使
用
者
が
開
封
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
で
、
使
用
者
が
非
行
（fa
u
te
）
を
犯
し
た
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
使
用
者
が
規
定
し
た
こ
の
措
置
に
当
該
記
者
が
同
意
し
て
い
な
い
限
り
、
か
か
る
規
定
は
当
然
に
無
効
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
46
C
rim
.
18
ju
illet
1973,
B
u
ll.
crim
.
n
°336,
p
.822.
破
毀
院
刑
事
部
は
、
自
己
の
郵
便
受
け
に
従
業
員
宛
て
の
手
紙
を
み
つ
け
開
封
し
、
当
該
従
業
員
の
要
求
に
反
し
て
そ
の
後
も
保
管
し
て
い
た
使
用
者
の
行
為
は
、
旧
刑
法
典
一
八
七
条
二
項
が
処
罰
の
対
象
と
す
る
悪
意
の
あ
る
行
為
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
破
毀
院
刑
事
部
は
、
会
社
の
社
長
が
、
会
社
に
届
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
手
紙
を
開
封
す
る
と
い
う
命
令
を
発
し
、
総
務
副
部
長
宛
て
の
手
紙
を
留
め
置
き
、
重
役
秘
書
に
こ
の
手
紙
を
読
み
上
げ
さ
せ
た
後
に
社
長
に
手
渡
さ
せ
た
行
為
が
、
通
信
の
開
封
の
軽
罪
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
（C
rim
.
4
d
ecem
b
re
1974,
G
az.P
al.
1975
1
sem
.
,
som
m
.,
4,
15
m
a
rs
et
24
a
v
ril
1975,
p
.93
。
47
W
A
Q
U
E
T
（P
.
,
A
vis
d
e
L
a
C
ou
r
d
e
C
assation
,
G
az.
P
al.
1994.
1
sem
.
,
1
m
a
rs
1994,
p
p
.156
157.
48
J.O
.
D
ebasts
P
arlem
en
taire
A
ssem
blee
N
ation
ale,
15
n
o
v
em
b
re
1999,
p
.6586.
49
こ
こ
で
刑
法
典
一
八
七
条
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
条
文
は
後
述
の
よ
う
に
一
九
九
四
年
三
月
一
日
施
行
の
現
刑
法
典
に
お
い
て
改
正
さ
れ
、
二
二
六
｜
一
五
条
に
「
通
信
の
秘
密
」
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
回
答
の
時
期
を
慮
す
る
と
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
50
F
E
N
O
L
L
-T
R
O
U
S
S
E
A
U
（M
.-P
.
）et
H
A
A
S
（G
.
,
L
a
cybersu
rveillan
ce
d
an
s
l’en
treprise
et
le
d
roit,
L
itec,
P
a
ris,
2002,
n
°89,p
.104.
51
L
o
i
n
°
91-646
d
u
10
ju
illet
1991
rela
tiv
e
a
u
secret
d
es
co
rresp
o
n
d
a
n
ces
em
ises
p
a
r
la
v
o
ie
d
es
teleco
m
m
u
n
ica
tio
n
s,
J.O
.,
13
ju
illet
1991,
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p
.9167.
52
一
九
九
二
年
に
は
、
刑
法
典
の
大
改
正
が
行
わ
れ
た
。
一
九
九
二
年
七
月
二
二
日
の
法
律
（L
o
i
n
°
92-684
d
u
22
ju
illet
1992
p
o
rta
n
t
refo
rm
e
d
es
d
isp
o
si-
tio
n
s
d
u
co
d
e
p
en
a
l
rela
tiv
es
a
la
rep
ressio
n
d
es
crim
es
et
d
elits
co
n
tre
les
p
erso
n
n
e,
J.O
.,
23
ju
illet
1992,
p
.9875,
etc.
）
に
よ
り
新
刑
法
典
が
規
定
さ
れ
、
一
九
九
二
年
一
二
月
二
三
日
の
法
律
（L
o
i
n
°
92-1336
d
u
23
d
ecem
b
re
1992
rela
tiv
e
a
l’en
tree
en
v
ig
u
eu
r
d
u
n
o
u
v
ea
u
co
d
e
p
en
a
l
et
a
la
m
o
d
ifica
tio
n
d
e
certa
in
es
d
isp
o
sitio
n
s
d
e
d
ro
it
p
en
a
l
et
d
e
p
ro
ced
u
re
p
en
a
le
ren
d
u
e
n
ecessa
ire
p
a
r
cette
en
tree
en
v
ig
u
eu
r,
J.O
.,
23
d
ecem
b
re
1992,
p
.17568
）
に
よ
り
旧
刑
法
典
が
廃
止
さ
れ
た
（
一
九
九
四
年
三
月
一
日
施
行
。
本
稿
に
関
連
す
る
刑
法
典
の
改
正
と
し
て
、
一
九
九
二
年
七
月
二
二
日
の
法
律
に
よ
り
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
が
挿
入
さ
れ
、
一
九
九
二
年
一
二
月
二
三
日
法
に
よ
り
旧
刑
法
典
一
八
六
｜
一
条
お
よ
び
一
八
七
条
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
刑
法
典
二
二
六
一
五
条
は
私
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
務
上
の
行
為
に
関
し
て
は
刑
法
典
四
三
二
九
条
に
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
九
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（O
rd
o
n
n
a
n
ce
n
°
2000-916
d
u
19
sep
tem
b
re
2000
p
o
rta
n
t
a
d
a
p
ta
tio
n
d
e
la
v
a
leu
r
en
eu
ro
s
d
e
certa
in
s
m
o
n
ta
n
ts
ex
p
rim
es
en
fra
n
cs
d
a
n
s
les
tex
tes
leg
isla
tifs
J.O
.,
22
sep
tem
b
re
2000,
p
.14877
）
に
よ
り
、
罰
金
の
表
記
が
フ
ラ
ン
か
ら
ユ
ー
ロ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
53
旧
刑
法
典
一
八
七
条
の
規
定
し
て
い
た
「
隠
滅
」
は
、
広
く
解
さ
れ
意
図
的
な
遅
配
に
も
制
裁
が
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
封
筒
の
コ
ピ
ー
や
葉
書
も
、
通
信
の
侵
害
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
動
向
が
慮
さ
れ
、
新
刑
法
典
二
二
六
｜
一
五
条
が
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（M
O
R
A
N
G
E
（J.
,
op.
cit.,
p
.188
。
54
C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
,
op.
cit.,
p
.21.
55
C
N
IL
,
2
0
rapport,
op.
cit.,
p
.181.
職
場
に
お
け
る
電
話
傍
受
に
関
し
て
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
に
つ
い
て
」
一
八
六
号
一
九
八
頁
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
情
報
化
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
一
二
頁
、
前
掲
報
告
書
一
七
八
頁
〔
砂
押
執
筆
部
分
〕
を
参
照
。
56
L
E
F
E
B
V
R
E
（S
.
,
N
ou
velles
tech
n
ologies
et
protection
d
e
la
vie
privee
en
m
ilieu
d
e
travail
en
fran
ce
et
au
qu
ebec,
P
ress
U
n
iv
ersita
ires
d
’
a
ix
-M
a
ru
seille,
A
ix
-en
P
ro
v
en
ce
1998,
n
°87,
p
.51.
57
一
九
九
二
年
七
月
二
二
日
法
に
よ
り
刑
法
典
二
二
六
｜
一
条
が
挿
入
さ
れ
、
一
九
九
二
年
一
二
月
二
三
日
法
に
よ
り
旧
刑
法
典
三
六
八
条
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
九
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
、
罰
金
の
表
記
が
フ
ラ
ン
か
ら
ユ
ー
ロ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
に
つ
い
て
は
注
（
52
）
を
参
照
。
58
こ
の
問
題
に
関
す
る
破
毀
院
の
判
例
に
関
し
て
は
、
砂
押
・
前
掲
論
文
「
情
報
化
と
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
一
三
頁
を
参
照
。
59
F
E
N
O
L
L
-T
R
O
U
S
S
E
A
U
（M
.-P
.
）et
H
A
A
S
（G
.
,
op.cit.,
n
°107,
p
.128.
音
声
化
す
る
ソ
フ
ト
が
製
品
と
し
て
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
よ
う
な
現
状
か
ら
、
同
条
の
「
何
ら
か
の
手
段
」
の
文
言
を
広
く
解
し
、
メ
ー
ル
を
同
法
が
規
定
す
る
「
言
葉
」
と
み
な
す
余
地
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.cit.,
p
.115
）
60
F
E
N
O
L
L
-T
R
O
U
S
S
E
A
U
（M
.-P
.
）et
H
A
A
S
（G
.
,
op.
cit.,
n
°98,
p
.112.
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61
h
ttp
:
w
w
w
.ca
n
ev
et.co
m
ju
risp
tex
tes
001102.h
tm
62
F
E
N
O
L
L
-T
R
O
U
S
S
E
A
U
（M
.-P
.
）et
H
A
A
S
（G
.
,
op.
cit.,
n
°102,
p
.132.
63
N
T
IC
et
su
rveillan
ce
d
es
salaries,
op.
cit.,
p
.9.
64
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.
cit.,
p
.120.
65
C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
,
op.
cit.,
p
.35.
66
Id
.,
p
.34.
警
察
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル
の
傍
受
に
関
し
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
通
信
の
傍
受
に
は
該
当
し
な
い
と
す
る
判
決
も
あ
る
（C
rim
.
14
a
v
ril
1999,
Id
。
67
D
ebat
au
tou
r
d
e
l’arret
N
ikon
F
ran
ce,
E
n
tretien
avec
A
rian
e
M
ole,
S
em
ain
e
S
ociale
L
am
y,
15
o
cto
b
re
2001,
n
°1046,
p
.12.
68
労
働
関
係
の
維
持
を
困
難
に
さ
せ
る
ほ
ど
の
重
大
性
を
も
つ
労
働
者
の
非
行
の
意
で
あ
る
。
69
S
o
c.
2
o
cto
b
re
2001,
precite
.
70
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
op.
cit.,
p
.919.
71
N
T
IC
et
su
rveillan
ce
d
es
salaries,
op.
cit.,
p
.10.
数
少
な
い
裁
判
例
の
中
で
一
例
を
あ
げ
る
と
、
ナ
ン
テ
ー
ル
（N
a
n
terre
）
労
働
審
判
所
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
三
日
の
判
決
で
、
ウ
エ
ッ
ブ
上
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
画
面
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
労
働
者
の
解
雇
が
真
実
か
つ
重
大
な
事
由
に
基
づ
く
適
法
な
解
雇
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
で
は
、
証
拠
の
信
憑
性
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
行
為
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
者
が
利
用
す
る
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
、
封
印
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、
作
成
の
日
か
ら
裁
判
開
始
の
日
ま
で
の
間
に
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
裁
判
所
は
証
拠
が
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
慮
し
た
の
で
あ
る
（C
o
n
s.
P
ru
d
’
h
.
N
a
n
terre
16
ju
illet
1999,
n
°89 /01372,
Id
。
72
Id
.
73
A
N
T
O
N
M
A
T
T
E
I
（P
.-H
.
,
N
T
IC
et
vie
person
n
elle
au
travail,
D
roit
social,
2002,
p
.41.
74
C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit.,
p
p
.58-59.
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
濫
用
的
利
用
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
存
期
間
は
約
六
ヵ
月
で
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
75
S
U
P
IO
T
（A
.
,
T
ravail,
d
roit
et
tech
n
iqu
e,
D
roit
social,
2002,
p
.24.
76
欧
州
人
権
裁
判
所
が
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
の
規
定
す
る
個
人
の
「
私
生
活
」
の
概
念
に
一
定
の
職
業
上
の
生
活
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
た
判
決
（N
iem
ietz
v
G
erm
a
n
y
,
16
D
E
C
E
M
B
E
R
1992
﹇1993
﹈16
E
H
R
R
97
、
職
場
の
電
話
に
対
す
る
傍
受
に
も
欧
州
人
権
条
約
八
条
の
私
生
活
保
護
が
及
ぶ
と
し
た
判
決
（H
a
lfo
rd
v
.
T
h
e
U
n
ited
K
in
g
d
o
m
,
25
JU
N
E
1997
﹇1997
﹈24
E
H
R
R
523
）
が
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
事
件
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
前
掲
報
告
書
一
〇
七
｜
一
〇
八
頁
〔
砂
押
執
筆
部
分
〕
を
参
照
。
77
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.
cit.,
p
.116.
78
D
ebat
au
tou
r
d
e
l’arret
N
ikon
F
ran
ce,
E
n
tretien
avec
A
rian
e
M
ole,
op.
cit.,
p
.13.
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79
C
on
clu
sion
s
d
e
M
.
K
eh
rig,
avocat
gen
eral,
p
.5.
h
ttp
:
w
w
w
.co
u
rd
eca
ssa
tio
n
.fr
a
g
en
d
a
a
rrets
a
rrets
99-42942co
n
cl.h
tm
80
D
ebat
au
tou
r
d
e
l’arret
N
ikon
F
ran
ce,
E
n
tretien
avec
A
rian
e
M
ole,
op.
cit.,
p
.13.
81
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
op.
cit.,
p
.917.
82
S
o
c.
3
a
v
ril
2001,
precite
.
83
A
N
T
O
N
M
A
T
T
E
I
（P
.-H
.
,
op.
cit.,
p
.41.
84
D
ebat
au
tou
r
d
e
l’arret
N
ikon
F
ran
ce,
C
om
m
en
taire
d
e
G
erard
L
yon
-C
aen
,
S
em
a
in
e
S
oiale
L
am
y,
15
o
cto
b
re
2001,
n
°
1046,
p
.10.
85
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
op.
cit.,
p
.918.
86
C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit.,
p
.59.
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
こ
の
よ
う
な
監
視
措
置
の
届
出
に
つ
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
の
保
存
期
間
お
よ
び
労
働
者
の
代
表
組
織
に
行
っ
た
諮
問
の
内
容
と
諮
問
の
日
付
を
記
入
し
た
届
出
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
87
A
N
T
O
N
M
A
T
T
E
I
（P
.-H
.
,
op.
cit.,
p
.40.
88
M
O
L
E
（A
.
,
M
ails
person
n
els
et
respon
sabilite
：
qu
elles
fron
tieres?,
D
roit
social,
2002,
p
.85.
89
R
A
Y
（J.-E
.
,
L
e
d
roit
d
u
travail
a
l’epreu
ve
d
es
N
T
IC
,
op.
cit.,
p
.116.
90
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
op.
cit.,
p
p
.918-919.
91
A
N
T
O
N
M
A
T
T
E
I
（P
.-H
.
,
op.
cit.,
p
.40.
92
C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit.,
p
.59.
93
R
A
Y
（J.-E
.
,
C
ou
rrier
prive
et
cou
rriel
person
n
el,
op.
cit.,
p
.918.
94
M
O
L
E
（A
.
,
op.
cit.,
p
.86.
95
Id
.
96
A
N
T
O
N
M
A
T
T
E
I
（P
.-H
.
,
op.
cit.,
p
.41.
97
M
O
L
E
（A
.
,
op.
cit.,
p
.86.
98
Id
.,
p
p
.85-86.
99
Id
.,
p
.86.
C
N
IL
2
0
rapport,
op.
cit.,
p
.182.
Id
.
Id
.,
p
.183.
C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit.,
p
.57.
E
lem
en
t
pou
r
la
pratiqu
e,
C
N
IL
,
2
8
m
ars
2
0
0
1
,
op.
cit.
D
ebat
au
tou
r
d
e
l’arret
N
ikon
F
ran
ce,
E
n
tretien
avec
A
rian
e
M
ole,
op.
cit.,
p
.14.
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C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit.,
p
p
.60-61.
従
業
員
三
〇
〇
人
以
上
を
有
す
る
企
業
に
は
、
企
業
総
括
報
告
書
の
作
成
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
、
当
年
を
含
む
前
三
年
間
の
、
労
働
条
件
、
賃
金
、
衛
生
・
安
全
、
職
業
訓
練
、
労
使
関
係
な
ど
、
数
値
的
に
一
括
表
示
し
た
資
料
を
企
業
委
員
会
お
よ
び
労
働
監
督
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
C
N
IL
2
2
rapport,
op.
cit,
p
.61.
Id
.,
p
p
.61-62.
ド
イ
ツ
で
は
、
監
督
官
庁
に
届
出
を
行
っ
た
使
用
者
が
、
デ
ー
タ
保
護
監
督
員
を
事
業
所
内
で
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
デ
ー
タ
監
督
員
が
実
際
の
監
督
を
行
う
。
事
業
所
内
デ
ー
タ
保
護
監
督
員
に
任
命
さ
れ
る
者
は
、
任
務
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
専
門
知
識
と
信
頼
性
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
所
内
デ
ー
タ
保
護
監
督
員
は
、
組
織
上
、
使
用
者
の
直
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
専
門
知
識
を
デ
ー
タ
保
護
の
領
域
で
用
い
る
場
合
に
は
、
使
用
者
の
指
示
を
受
け
な
い
。
事
業
所
内
デ
ー
タ
保
護
監
督
員
は
、
任
務
遂
行
を
理
由
と
し
て
不
利
益
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
解
任
は
、
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